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今
年
も
あ
わ
た
だ
し
く
過
ぎ
去

ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
､
皆
様

お
か
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ

う
か
o平
成
1
7
年
度
道
腎
協
会
員
数
が

2
0
0
人
以
上
減
少
し
4
､
4
0

0
人
に
な
る
比
通
し
と
な
り
ま
し

た
o
非
｡
:
帖
に
危
機
感
を
覚
え
ま
す
C

昨
年
は
､
組
織
率
が
下
が
り
な

が
ら
も
会
員
数
は
僅
か
な
が
ら
増

え
ま
し
た
｡
こ
の
会
員
数
減
少
の

要
凶
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
､

①
昨
年
1
0
月
か
ら
の
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
給
付
事
業
(
マ
ル
障
)

見
直
し
に
よ
る
医
療
費
負
担
な
ど

北
海
道
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会

会
長
　
川
村
隆
志

最
近
の
我
々
透
析
患
者
を
取
り
巻

く
社
会
状
況
が
大
き
く
変
化
し
て

き
た
こ
と
②
透
析
導
入
患
者
の
高

齢
化
に
よ
る
新
規
会
員
の
減
少
③

糖
尿
病
性
腎
症
か
ら
の
導
入
増
加

や
長
期
患
者
の
増
加
に
よ
る
重
篤

化
④
長
年
腎
友
会
を
中
心
に
支
え

て
き
た
仲
間
達
が
合
併
症
や
死
･
L

な
ど
で
運
動
の
第
一
線
か
ら
退
い

て
い
る
⑤
個
人
情
報
保
護
法
施
行

に
よ
り
病
院
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
新

規
患
者
や
転
院
患
者
の
情
報
入
手

凶
難
､
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
｡

こ
れ
ら
の
対
応
策
と
し
て
①
医
師
･

ス
タ
ッ
フ
に
患
者
会
を
理
解
し
て

も
ら
う
②
未
加
入
患
者
に
患
者
会

の
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
､

と
い
う
2
つ
の
理
解
が
必
要
で
す
o

こ
の
2
つ
の
こ
と
を
理
解
し
て
も

ら
う
に
は
､
腎
友
会
活
動
の
重
要

性
を
感
じ
る
人
が
い
て
廻
り
の
患

者
さ
ん
を
引
っ
張
っ
て
く
れ
て
ー

そ
し
て
そ
の
人
の
意
気
を
感
じ
て

助
け
て
く
れ
る
人
が
ど
れ
だ
け
出

て
来
て
く
れ
る
か
に
よ
る
と
思
い

ま
す
｡
こ
の
会
員
の
減
少
を
酢
ま

え
道
腎
協
と
し
て
1
0
月
2
9
日
に
札

幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
て
北
海
道
透

析
医
会
･
札
幌
巾
透
析
医
会
の
先

牛
方
'
臨
床
工
学
技
士
会
の
代
表

の
方
と
懇
談
会
を
持
つ
機
会
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡
我
々

か
ら
北
海
道
の
組
織
率
が
平
成
1
6

年
度
末
で
朋
%
全
国
3
9
番
目
と
な
っ

て
い
て
'
更
に
平
成
1
7
年
度
は
2

0
0
名
以
上
減
る
見
通
し
に
な
る

説
明
を
し
ま
し
た
o
　
先
生
方
か
ら

は
　
｢
患
者
と
し
て
恵
ま
れ
た
環
境

に
い
る
こ
と
を
分
か
っ
て
も
ら
っ

て
､
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
事
が

で
き
れ
ば
自
然
と
入
会
で
き
る
の

で
は
な
い
か
｡
｣
等
'
い
ろ
い
ろ
な

ご
意
見
ご
提
案
を
戴
き
ま
し
た
｡

最
後
に
我
々
か
ら
は
､
病
院
訪

制
す
る
際
に
先
生
･
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
に
仲
介
を
し
て
下
さ
る
様
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
､
快
諾
し
て
下

さ
い
ま
し
た
｡
こ
の
結
果
に
基
づ

き
遥
腎
協
と
し
て
も
具
体
的
に
会

員
拡
大
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
｡

い
ず
れ
に
し
て
も
会
員
を
増
や
す

に
は
､
各
病
院
の
幹
事
さ
ん
の
地

道
な
取
り
組
み
し
か
あ
り
ま
せ
ん
じ

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
患
者
会
が

未
来
の
社
会
に
果
た
す
役
割
に
つ

い
て
'
患
者
ひ
と
り
ひ
と
り
が
考

え
市
す
こ
と
が
会
員
拡
大
に
つ
な

が
る
道
な
の
で
す
｡
お
願
い
で
す
'

ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
の
力
を
お

貸
し
下
さ
い
｡

観



<更生医療を使用して人工透析で通院>
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生活保護世帯 �0円 ��冷�

市町村民税非課税世帯I �0円 �"ﾃS��冷�

市町村民税非課税世帯 鳴�0円 迭ﾃ���冷�

市町村民税均等割のみ ��Y�)���2,250円 迭ﾃ���冷�

市町村民税所得割課税世帯 �2,900円 迭ﾃ���冷�

所得税課税世帯 剿�3,500円～10,000円 ��Bﾃ���冷�

-3

月
1
日
施
行

全
腎
協
･
道
腎
協
･
地
域
腎
友

会
や
様
々
な
障
害
者
団
体
が
反
対

し
て
い
た
法
律
が
､
1
0
月
3
1
日
の

国
会
で
成
立
し
ま
し
た
｡
障
害
者

が
自
立
し
て
行
く
の
を
逆
に
妨
げ
'

各
種
サ
ー
ビ
ス
を
支
払
い
能
力
に

応
じ
た
　
｢
応
龍
負
担
｣
　
か
ら
'
原

削
l
割
(
上
限
あ
り
)
　
の
定
率
払

い
の
　
｢
応
益
負
担
｣
　
に
し
て
'
障

害
者
に
今
以
上
の
負
担
を
求
め
て

行
く
法
律
で
す
｡
こ
の
障
害
者
自

立
支
援
法
で
は
現
在
の
更
生
医
療
･

育
成
医
療
･
精
神
障
害
者
の
医
療

が
｢
自
立
支
援
医
療
｣
と
し
て
ひ

と
つ
に
な
り
ま
す
｡

t
透
析
患
者
と
｢
障
害
者
自
立
支

援
法
｣
の
関
係

更
生
医
療
か
ら
日
立
支
援
医
療

に
な
る
と
こ
れ
だ
け
の
負
担
増
o

※
現
在
ー
重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
助
成
制
度
適
用
者
で
､
初
診

時
一
部
負
担
金
の
み
の
方
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
｡
あ
く
ま

で
も
更
生
医
療
を
適
用
し
て

い
る
患
者
さ
ん
だ
け
で
す
o

☆
入
院
の
場
合
'
従
来
更
生

医
療
で
支
給
さ
れ
て
い
た

入
院
時
給
食
費
約
2
4
､

0
0
0
円
/
月
　
(
1
日
あ

た
り
7
8
0
円
'
生
活
保

護
は
0
円
)
が
負
担
増
｡

☆
所
得
税
課
税
世
帯
で
も
負

担
の
増
額
と
'
限
度
額
1

万
円
に
よ
り
'
人
工
透
析

患
者
の
場
合
'
長
期
高
額

療
養
費
制
度
(
負
担
限
度

額
1
万
円
)
と
の
関
係
で
､

｢
自
立
支
援
医
療
｣
　
の
制

度
的
意
味
が
な
く
な
る
｡

☆
透
析
治
療
は
'
生
涯
に
わ

た
っ
て
続
く
治
療
で
あ
る
｡

月
単
位
の
負
担
増
は
少
額

で
も
'
治
療
が
長
期
に
わ

た
る
こ
と
か
ら
大
き
な
負

担
増
に
つ
な
が
る
.

☆
現
在
の
透
析
患
者
の
状
況

か
ら
'
患
者
の
高
齢
化
･

長
期
透
析
に
よ
る
合
併
症

治
療
に
よ
る
他
科
診
療
の

治
療
費
'
介
護
費
用
等
が

必
要
と
な
り
､
負
担
増
と

な
る
｡



働噛配臓脚孤
◆
透
析
医
療
費
自
己

負
担
に
つ
い
て

前
述
し
ま
し
た
様

に
､
平
成
1
8
年
4
月

1
R
か
ら
は
更
生
･

育
成
医
療
が
　
｢
自
立

支
援
医
療
｣
　
と
名
称

を
変
え
'
現
在
更
生

医
療
を
適
用
し
て
い

る
透
析
者
や
移
植
者

に
は
自
己
負
担
増
に

な
り
ま
す
｡

全
国
的
に
も
､
重

度
心
身
障
害
者
医
療

費
助
成
制
度
　
(
マ
ル

障
)
　
が
改
悪
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
｡
特
に
'

島
根
県
で
は
､
住
民

税
非
課
税
の
方
は
､

外
来
4
､
0
0
0
円
/

月
限
度
､
入
院
7
､

5
0
0
円
/
月
限
度
､

住
民
税
課
税
の
方
は
北
海
道
と
同

じ
く
老
健
法
準
拠
で
1
割
の
自
己

負
担
､
外
来
1
2
､
0
0
0
円
/

月
限
度
､
入
院
4
0
'
2
0
0
円
/

月
限
度
　
(
全
腎
協
調
査
)
　
が
'
平

成
1
 
7
年
川
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し

た
.
全
国
l
厳
し
い
自
己
負
担
で

あ
り
ま
す
｡

ま
た
'
国
は
後
述
の
様
に
高
額

療
養
費
の
見
直
し
の
観
点
か
ら
｢
特

定
疾
病
療
養
(
マ
ル
長
)
｣
を
適
用

し
て
い
る
人
工
透
析
患
者
の
自
己

負
担
限
度
の
水
準
に
つ
い
て
､
患

者
の
負
担
能
力
を
踏
ま
え
つ
つ
検

討
す
る
と
､
現
在
の
1
0
'
0
0

0
円
を
引
上
げ
る
方
針
で
す
｡

◆
高
額
療
養
費
制
度
の
見
直
し
に

つ
い
て

現
在
'
7
0
歳
未
満
の
患
者
で
一

般
所
得
者
の
負
担
限
度
額
は
､
7

2
へ
　
3
0
0
円
+
1
%
で
す
が
､

こ
れ
を
､
8
0
､
1
0
0
円
+
2
%

に
見
直
し
す
る
予
定
で
す
｡

高
額
療
養
費
の
中
で
､
長
期
高

額
特
定
疾
病
療
養
に
指
定
さ
れ
て

い
る
人
工
透
析
患
者
は
､
現
在
月

額
限
岳
1
0
､
0
0
0
円
で
す
｡

慢
性
腎
不
全
患
者
で
も
働
き
続
け

所
得
も
多
い
高
所
得
層
(
月
収
5
3

万
円
以
上
)
　
に
限
り
負
担
岳
を
来

年
1
 
0
月
か
ら
2
0
､
0
0
0
円
に

引
上
げ
る
と
報
道
(
1
 
1
月
1
 
2
日
付
)

さ
れ
て
い
ま
す
｡
(
全
腎
協
で
は
急

速
､
来
年
2
月
に
国
会
請
願
を
行

●

い
ま
す
｡
詳
細
p
2
5
)
国
は
障
害

者
自
立
支
援
医
療
で
低
所
得
者
か

ら
負
担
を
増
や
し
､
今
度
は
高
所

得
者
と
い
う
事
で
高
額
療
養
費
を

増
や
し
､
そ
し
て
ま
た
次
の
見
直

し
で
は
低
所
得
者
や
J
般
所
得
者

に
負
担
を
強
い
て
き
ま
す
｡
長
期

高
額
特
定
疾
病
制
度
は
､
マ
ル
陣

や
更
生
医
療
の
見
直
し
が
続
い
て

い
る
今
､
私
た
ち
透
析
患
者
に
と

り
'
自
己
負
担
軽
減
の
最
後
の
制
度

で
す
｡
何
と
し
て
も
こ
の
見
直
し

を
阻
止
す
る
活
動
が
不
可
欠
で
す
o

◆
医
療
制
度
構
造
改
革
試
案
に
つ

い
て
平
成
1
7
年
1
0
月
か
ら
介
護
保
険

の
見
直
し
に
伴
い
高
齢
者
介
護
療

養
型
医
療
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い

る
方
は
'
た
と
え
ば
､
要
介
護
5
･

住
民
税
課
税
者
･
多
床
室
で
食
費

(
食
材
料
費
+
調
理
コ
ス
ト
相
当
)

4
2
､
0
0
0
円
+
居
住
費
(
光

熱
水
費
相
当
)
　
1
0
'
0
0
0
円

が
掛
か
る
様
に
な
り
ま
し
た
｡
同

じ
く
医
療
保
険
適
用
療
養
病
床
に

お
い
て
も
同
様
の
見
直
し
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
o

◆
混
合
診
療
の
在
り
方
の
見
直
し

●

に
つ
い
て

混
合
診
療
と
は
'
未
承
認
医
薬

晶
･
先
進
技
術
等
の
安
全
性
に
配

慮
し
な
が
ら
一
定
の
ル
ー
ル
の
下

に
保
険
診
療
と
保
険
外
診
療
を
認

め
る
医
療
で
す
｡
も
し
認
め
ら
れ

て
い
な
い
保
険
外
診
療
を
行
な
う

と
'
医
療
費
の
全
額
が
自
己
負
担

に
な
り
ま
す
D

こ
の
医
療
が
進
め
ら
れ
て
行
く

と
､
低
所
得
者
層
と
社
会
的
弱
者

の
健
康
状
態
に
　
｢
健
康
格
差
｣
が

広
が
る
事
が
予
想
さ
れ
ま
す
｡

効
能
が
証
明
さ
れ
た
医
療
は
保

険
診
療
に
採
り
入
れ
て
'
誰
で
も

そ
の
恩
恵
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
o

将
来
'
自
己
負
担
の
枠
が
拡
大

す
る
と
ア
メ
リ
カ
並
に
民
間
保
険

に
加
入
す
る
人
が
増
え
て
､
皆
保

険
体
制
が
空
洞
化
す
る
可
能
性
も

あ
り
え
ま
す
o

最
後
に
'
最
近
｢
勝
ち
組
｣
　
｢
負

け
組
｣
　
と
い
う
言
葉
が
､
よ
く
聞

か
れ
ま
す
が
　
(
私
自
身
は
好
き
で

は
な
い
)
､
社
会
保
障
特
に
医
療
に

於
い
て
は
そ
の
様
な
こ
と
が
な
い

よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
｡



北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
報
出
川

平
成
1
7
年
1
0
月
1
5
日
出
･
1
6
日

価
の
両
日
､
第
5
9
回
北
海
道
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
が
ホ
テ
ル
札
幌
会
館
に
於

い
て
役
員
･
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
等
､

4
3
名
の
出
席
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
Q

柳
沼
副
会
長
(
札
幌
)
　
の
開
会

の
挨
拶
に
始
ま
り
､
逝
去
さ
れ
た

病
友
の
V
i
福
を
祈
り
黙
祷
を
捧
げ

ま
し
た
｡

川
村
会
長
か
ら
は
'
｢
〟
障
害
者

自
立
支
援
法
案
″
が
へ
　
国
会
に
再

上
程
さ
れ
､
1
4
日
に
参
議
院
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
o
　
ま
た
､
昨
年
の

マ
ル
障
見
直
し
の
為
か
会
員
数
が

約
2
0
0
ネ
減
り
ま
し
た
｡
そ
の

為
､
｢
自
ふ
け
支
援
法
案
｣
反
対
活
動

を
要
請
す
る
機
関
紙
ど
う
じ
ん
の

臨
時
号
の
中
に
'
入
会
の
呼
び
掛

け
を
掲
載
し
て
､
全
患
者
に
配
布

し
ま
し
た
o
｣
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
｡ま
た
､
栗
山
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

担
当
理
事
よ
り
'
｢
北
海
道
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
全
腎
協
へ
の
要
望
は
確
実

に
伝
え
る
の
で
､
申
し
出
て
く
だ

さ
い
｡
｣
と
､
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
｡

続
い
て
嵩
長
に
山
口
副
会
長
(
苫

小
牧
)
を
選
出
し
議
題
に
入
り
ま

し
た
D

●

韓

　

国

m
　
地
域
患
者
会
組
織
活
動
報
告

(
旭
　
川
)

･
｢
患
者
･
障
害
者
緊
急
中
央
行

動
(
座
り
込
み
)
｣
に
参
加
.

･
｢
こ
の
ま
ま
の
〝
障
害
者
自
立

支
援
法
″
で
は
自
立
で
き
ま

せ
ん
-
｣
　
7
･
5
緊
急
大
行

動
'
東
京
デ
モ
行
進
参
加
o

L
障
害
者
自
立
支
援
法
｣
反
対
'

7
･
1
4
緊
急
旭
川
集
会
参
加
.

･
市
の
障
害
福
祉
課
へ
福
祉
タ

ク
シ
ー
券
と
ガ
ソ
リ
ン
券
併

用
の
要
望
書
を
提
出
o

(
岩
見
沢
)

･
市
｣
叱
病
院
新
設
透
析
セ
ン
タ
ー

へ
の
要
望
書
提
出
｡

･
近
隣
の
施
設
患
者
と
の
懇
談

会
予
定
｡

･
通
院
交
通
費
の
助
成
を
市
に

要
望
o

(
浦
　
河
)

･
4
月
か
ら
透
析
専
門
医
が
不

在
で
､
合
併
症
の
対
応
に
不

安
が
あ
る
｡

･
腎
友
会
に
理
解
の
あ
る
会
員

達
の
協
力
に
よ
り
会
員
が
増

え
て
い
る
0

人
江
　
別
)

㌦
美
唄
ピ
ッ
プ
の
湯
″
日
帰
り

旅
行
実
施
o

･
腎
友
会
の
入
会
活
動
実
施
中
｡

(
小
　
樽
)

･
会
報
恥
7
6
･
7
7
号
配
布
.

･
親
睦
日
帰
り
旅
行
実
施
｡

(
オ
ホ
ー
ツ
ク
)

･
オ
ホ
ー
ツ
ク
腎
友
会
独
自
の

入
会
の
し
お
り
配
布
o

･
事
務
局
だ
よ
り
3
回
発
行
0

人
北
　
見
)

･
腎
臓
病
患
者
へ
の
タ
ク
シ
ー

チ
ケ
ッ
ト
1
5
枚
加
算
ひ

･
親
睦
交
流
会
を
〟
置
戸
勝
山

温
泉
ゆ
う
ゆ
″
で
開
催
｡

(
釧
　
路
)

･
｢
7
･
5
緊
急
大
行
動
〟
自
立

支
援
法
″
反
対
｣
東
京
デ
モ

行
進
参
加
o

･
釧
路
市
在
住
の
透
析
患
者
の



通
院
交
通
費
支
給
と
申
請
手

続
き
を
会
が
し
て
い
た
が
'

暫
定
的
に
､
非
会
員
に
は
｢
自

己
申
請
｣
　
で
行
っ
て
も
ら
う

方
法
に
改
め
た
｡

(
札
　
幌
)

･
結
成
3
0
周
年
記
念
誌
発
行
o

･
更
生
医
療
申
請
や
医
療
費
の

償
還
払
い
で
､
各
区
役
所
で

手
続
き
や
説
明
に
不
備
が
あ

り
'
是
L
=
を
市
に
要
請
す
る
o

(
静
　
内
)

･
透
析
施
設
に
要
望
し
て
い
た

透
析
専
門
医
の
常
駐
と
看
護

師
3
名
の
増
員
が
実
施
さ
れ

た
｡

(
滝
　
川
)

･
院
長
の
交
代
に
よ
り
ー
患
者

会
も
新
役
員
に
よ
り
運
営
を

開
始
｡

･
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
＼
ハ
-
ク

ゴ
ル
フ
大
会
実
施
o

(
伊
達
)

･
伊
達
地
域
に
あ
る
3
施
設
の

患
者
の
会
員
統
一
､
及
び
入

会
患
者
に
対
し
腎
友
会
の
活

動
を
説
明
し
全
腎
協
･
道
腎

鮫
の
役
割
を
説
明
D

(
道
　
南
)

･
｢
在
宅
血
液
透
析
に
つ
い
て
｣

医
療
講
演
会
開
催
｡

･
市
町
村
合
併
に
よ
り
'
今
迄

以
上
に
市
の
福
祉
課
と
の
連

携
を
密
に
し
て
､
福
祉
関
係

の
要
望
を
す
る
o

(
十
　
勝
)

･
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
一
部
を
腎

友
会
で
事
務
所
に
使
用
で
き

る
事
に
な
っ
た
｡

･
通
院
交
通
費
助
成
な
ど
に
つ

い
て
市
に
要
望
o

(
苫
小
牧
)

･
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
と
洞
爺
湖

湖
水
遊
覧
実
施
｡

･
｢
甲
状
腺
の
異
常
と
そ
の
処
置
｣

医
療
講
演
会
開
催
｡

(
根
　
室
)

･
｢
自
立
支
援
医
療
｣
　
｢
全
腎
協

事
務
局
だ
よ
り
｣
を
緊
急
報

告
と
し
て
全
患
者
に
配
布
｡

●

(
室
　
蘭
)

･
新
日
鉄
病
院
に
対
し
て
､
透

析
室
の
H
D
オ
ン
ラ
イ
ン
化
､

レ
イ
ア
ウ
ト
の
要
望
書
を
提

出
し
､
交
渉
し
た
い
o

･
｢
災
害
時
の
透
析
｣
と
｢
人
工

腎
臓
と
合
併
症
郎
I
ミ
ク
ロ

グ
ロ
ブ
リ
ン
に
つ
い
て
｣
　
医

療
講
演
会
を
開
催
予
定
｡

(
紋
　
別
)

･
地
域
の
5
施
設
と
の
連
携
を

取
り
な
が
ら
活
動
を
進
め
る

中
'
会
員
が
増
え
て
い
る
｡

(
夕
　
張
)

･
1
0
月
研
修
旅
行
実
施
D

(
留
　
萌
)

･
羽
幌
支
部
と
の
懇
談
会
実
施
｡

･
市
立
病
院
で
透
析
中
災
害
緊

急
時
の
離
脱
訓
練
　
(
ビ
デ
オ

放
映
､
実
技
)
0

(
小
清
水
)

･
小
清
水
町
か
ら
の
補
助
金
が

毎
年
自
動
的
に
交
付
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
｡

･
透
析
医
師
が
､
9
月
始
め
で

●

退
職
後
､
来
年
4
月
迄
透
析

医
師
が
不
在
で
月
2
回
大
学

の
専
門
医
が
来
て
く
れ
る
が
､

心
配
で
あ
る
o

(
士
　
別
)

･
ふ
れ
あ
い
広
場
1
 
n
2
0
0
5
で

腎
提
供
者
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
｡

(
三
　
笠
)

･
1
0
月
に
秋
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
日
帰
り
旅
行
実
施
｡

※
　
各
地
域
腎
友
会
で
は
､
道
腎

協
と
連
携
し
て
､
｢
障
害
者
自
立

支
援
法
案
(
更
生
医
療
･
育
成

医
療
含
む
)
｣
に
対
し
て
､
地
元

選
出
の
国
会
族
長
･
道
議
会
繕

貞
･
衆
参
両
院
の
厚
生
労
働
委

員
に
見
直
し
反
対
の
要
望
書
提

出
を
､
数
度
に
わ
た
り
実
施
し

て
頂
き
ま
し
た
｡
ま
た
､
全
道

一
斉
腎
提
供
者
拡
大
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
も
各
地
域
腎
友
会
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
｡

g
9
　
｢
陣
幸
者
自
立
支
援
法
案
｣

活
動
に
つ
い
て

本
道
選
出
の
国
会
議
員
や
1



腎協事務局活動報告
8月4 El　全腎協診療報酬改定に対する実態調査票配布｡

7日　北海道難病遵全道集会及び､道腎協分科会医

療蘇演全｢透析患者の災害対策｣ 98名参加0

10日　｢博幸者自立支援法藁｣廃案と今後の対一応に

ついて､役員･地域腎友会に50通送付｡

11E] 9月25日｢全道一斉腎提供者拡大街褒キャン

ペーン｣ (以下､腎キャンペーン)の協力につ

いて､行政等9Bl体に挨拶廻り｡

16日　腎キヤンペ-ン実行委員会o事務局だより発送｡

22日　腎キヤンぺ-ンボスタ-発送.

3DEJ　｢自立支壌法案J反対の要望書を参院厚生労

働委員に提出するよう29地域腎友会に発送0

9月1 E7　衆院議員立候補者に｢自立支瀕法案｣に対す

る見解を求める括動を29地域腎友会に発送｡

DP I北海道フロック会議の衆院立候補者に
｢自立支援法案｣に対する質問とB]答を運営

委員･各地域腎友会に50通発送｡

事務局打合せ｡

機関紙ぜんじんきよう発送o
運営会議実科発送o

腎キヤンペ-ンの玉村発送｡

全腎協｢家族の日｣セット発送｡

機関紙どうじん105号発送｡

平成17年度第2匝】運営委員会｡

腎キヤンペ-ンの取材要請に報道機関廻りo
｢全道一斉腎提供者拡大街頭キャンペーン｣

筆.～.-

26E]事務局だより発送0

27日　｢今月の情報｣ 47通発送G

30日　29地域腎友会に､地元選出国会議員･道議会

議員と衆参両院の厚生労働委員全員に｢自立
支援法案｣反対の要望活動お願い文書発送0

10月4日　厚生労助大臣宛に｢自立支援法案｣反対の要望

のハガキ,封書･ FAX活動をお願いする､機

関紙どうじん臨時号を全患者12, 000人に配布o

道腎協の役員にも人数を割り当て､衆参両院
の厚生労働委員に要望活動要請D

6 E]道謙全議員108名､北海道選出衆参国会議員28

名､衆参厚生労働委員68名(委員長を除く)
に｢自立支援法菓｣反対要望書発送日

フロック会議実科発送o事務局打合せ｡

フロック会議o

役貞研修会､両日出席者41名｡

事務局だより発送o

国会斎巌署名用細;発送o

今月の情報発送｡

機関紙"どうじん"校正｡

フロック会議報告･事務局だより発送o

フロック会議報告書全腎協へ｡難病速達への

統一要望書発送｡
28E]活動状況報告書全腎協へ送付0

11月4 El　障害者自立支援法案の質問の御礼議具きんへ｡

実態桐重苦とブックレット､役具･地域腎友

会へ発送｡

9E]機関紙せんじんきよう発送｡

(9日8日7日6日5)

0
8
名
の
道
議
会
議
員
､
衆
参

の
厚
生
労
働
委
員
に
対
し
て
の

道
腎
協
活
動
や
各
役
員
の
活
動

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
o

し
か
し
､
残
念
な
が
ら
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
の
前
日
1
4
日
に
参
議
院

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
｡
衆
議
院

で
可
決
さ
れ
れ
ば
'
平
成
1
8
年

4
月
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
o

道
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

腎
疾
患
総
合
対
策
の
早
期
確

立
に
対
す
る
5
項
目
の
要
望
事

4

●

項
を
提
出
す
る
予
定
で
す
｡

平
成
1
 
7
年
度
第
1
､
2
回
運

営
会
議
報
告

道
腎
協
前
期
活
動
報
告

道
腎
協
前
期
会
計
報
告

道
腎
協
前
期
会
計
監
査
報
告

役
員
研
修
会
に
つ
い
て

道
腎
協
青
年
部
に
つ
い
て

各
地
域
腎
友
会
に
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
し
､
部
員
を
募
り
､

ま
た
各
地
域
腎
友
会
青
年
部
を

ふ
叱
ち
上
げ
て
行
く
予
定
で
す
｡

1
 
0
月
1
 
6
日
凧
に
　
｢
こ
れ
か
ら
の

社
会
保
障
に
つ
い
て
｣
　
と
い
う
演

題
で
㈲
北
海
道
難
病
連
代
表
理
事

伊
藤
た
て
お
氏
を
講
師
に
招
碑
し

て
実
施
し
ま
し
た
｡
｢
こ
れ
か
ら
の

社
会
保
障
､
特
に
医
療
に
お
い
て

は
自
己
負
担
が
増
え
貧
富
の
違
い

で
医
療
･
健
康
に
格
差
が
出
て
来

る
も
の
o
｣
と
'
お
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
｡
　
(
報
告
　
堀
井
和
彦
)

●

Ⅷ
　
そ
の
他

･
第
2
9
回
道
腎
協
定
期
総
会
札

幌
大
会

平
成
1
8
年
5
月
2
8
日
脚
予
定
｡

掛
札
副
会
長
(
釧
路
)
　
の
閉
会

挨
拶
で
無
事
終
了
し
ま
し
た
｡



｢
透
析
患
者
の
発
音
対
策
し

～
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
～

札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
院
長
　
大

災
害
は
'
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

来
る
と
い
い
ま
す
が
'
最
近
で
は

忘
れ
な
い
う
ち
に
ま
た
や
っ
て
来

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
o
今
日
の
主

題
は
､
透
析
を
受
け
て
い
る
方
々

が
災
害
に
遭
っ
た
と
き
に
､
〟
自
分

の
身
は
自
分
で
守
る
〟
で
す
｡
こ

れ
は
私
が
付
け
た
の
で
は
な
く
､

お
配
り
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
〝
災

害
に
負
け
な
い
私
た
ち
〟
の
中
の

触
全
国
腎
臓
病
協
議
会
油
井
会
長

が
書
い
た
言
葉
で
す
｡
基
本
的
に

は
そ
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
が
､
透
析
を
受
け
て
い
る
方
々

が
災
害
時
に
ど
の
よ
う
に
行
動
し

た
ら
良
い
の
か
に
つ
い
て
､
お
話

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
o

*
中
外
製
薬
様
の
ご
厚
意
で
､
講
演

会
参
加
者
全
員
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
配
布
さ
れ
ま
し
た
｡

透
析
室
ト
ラ
フ
ル
シ
リ
ー
ズ
5

第
3
部
　
〟
災
害
に
負
け
な
い
私

た
ち
″
透
析
患
者
さ
ん
の
災
害
対

策
･
学
術
V
T
R
カ
ラ
ー
2
1
分
有

り
　
(
シ
リ
ー
ズ
総
監
修
‥
大
平
整

爾
先
生
　
企
画
‥
中
外
製
薬
　
製

作
‥
桜
映
画
社
)

…
災
害
と
は

災
害
に
は
､
地
震
･
火
事
･
水

害
･
風
害
な
ど
色
々
な
も
の
が
あ

●

平

　

整

　

爾

　

先

生

り
ま
す
o
　
地
震
は
大
抵
の
場
合
に

は
火
事
を
伴
い
ま
す
か
ら
'
こ
れ

が
恐
ろ
し
い
｡
(
園
-
)
阪
神
淡
路

大
震
災
　
(
H
7
年
1
月
1
7
日
､
午

前
5
時
4
6
分
)
の
時
も
地
震
に
よ
っ

て
多
く
の
建
造
物
が
崩
れ
ま
し
た

が
､
朝
食
の
支
度
時
で
火
事
が
と

て
も
多
か
っ
た
こ
と
が
災
害
を
非

常
に
大
き
く
し
ま
し
た
｡
被
災
し

た
時
に
煙
や
有
毒
ガ
ス
が
発
生
す

る
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
o
　
私
は

広
島
県
で
苦
予
地
震
(
平
成
1
3
年

3
月
2
4
日
)
が
あ
っ
た
時
ー
丁
度
､

そ
こ
に
所
用
で
行
っ
て
い
ま
し
た

が
､
そ
の
時
に
あ
る
先
生
に
会
い

ま
し
た
ら
､
｢
地
震
は
上
に
行
く
ほ

ど
揺
れ
が
大
き
く
な
る
か
ら
'
透

析
責
と
い
う
の
は
1
階
に
あ
っ
た
●

方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
o
L
　
と
､

言
っ
て
い
ま
し
た
｡
と
こ
ろ
が
昨

年
､
兵
庫
県
で
水
害
を
受
け
た
先

生
は
'
｢
1
階
だ
と
水
の
害
を
受
け

る
か
ら
2
階
の
方
が
良
い
の
で
は

な
い
か
｡
｣
と
､
言
っ
て
お
り
､
状

況
に
応
じ
て
色
々
と
違
っ
て
く
る

よ
う
で
す
o

札
幌
の
場
合
1
番
心
配
す
る
の

は
地
震
で
す
o
今
､
私
共
の
透
析

医
会
で
は
､
こ
の
地
域
の
活
断
層

が
ど
の
辺
に
あ
る
か
を
頭
に
入
れ

て
､
も
し
札
幌
に
地
震
が
起
き
た

場
合
､
ど
の
地
域
が
被
災
し
た
ら
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ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
と
い
う

〟

シ

ュ

ミ

レ

ー

シ

ョ

ン

″

を

し

よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
o
　
記
憶
に
新

し
い
新
潟
県
の
中
越
沖
地
森
(
H

1
6
年
1
0
月
2
3
日
'
午
後
5
時
5
6
分
)

で
は
､
小
千
谷
稔
合
病
院
と
小
千

谷
総
合
病
院
付
属
十
日
町
診
療
所

そ
し
て
長
岡
中
央
病
院
で
'
合
計

3
3
6
人
の
透
析
患
者
さ
ん
が
自

分
の
施
設
で
透
析
を
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
し
た
o
　
比
較
的
早
く
に

透
析
が
で
き
な
い
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
の
で
､
そ
の
3
3
6
人
の

方
々
を
ど
こ
の
透
析
施
設
に
受
け

入
れ
て
も
ら
う
か
が
検
討
さ
れ
ま

し
た
｡
バ
ス
を
使
っ
て
た
く
さ
ん

の
方
々
が
幾
つ
か
に
分
散
は
し
ま

し
た
が
､
ま
と
ま
っ
て
同
一
の
受

け
入
れ
施
設
に
移
動
L
t
　
被
災
を

受
け
た
透
析
施
設
の
ナ
ー
ス
や
テ

ク
ニ
シ
ャ
ン
が
透
析
患
者
さ
ん
と

一
緒
に
行
く
こ
と
に
な
り
､
事
後

の
対
応
が
非
常
に
円
滑
に
い
っ
た

と
聞
い
て
お
り
ま
す
｡
そ
れ
で
も
'

体
調
の
悪
い
方
も
出
ま
す
し
､
l
～

●

2
時
間
と
バ
ス
に
乗
り
そ
の
道
路

の
状
態
も
良
く
な
い
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
､
や
は
り
人
変
な
苦
労

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
o

そ
れ
で
は
､
〟
災
害
に
負
け
な
い

私
た
ち
″
の
V
T
R
を
ご
覧
下
さ

い
o
　
(
V
T
R
上
映
)

:
3
(
害
に
備
え
る

(
図
2
)
透
析
を
受
け
て
お
ら

れ
る
方
々
の
立
場
か
ら
災
害
時
に

ど
う
し
た
ら
良
い
か
と
い
う
課
題

で
す
が
こ
れ
は
2
つ
あ
り
'
①
透

析
機
関
に
患
者
さ
ん
が
居
る
場
合

と
②
居
な
い
場
合
T
が
考
え
ら
れ

ま
す
｡
透
析
施
設
に
患
者
さ
ん
が

居
る
場
合
'
透
析
中
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
と
気
も
動
転
し
恐
怖

感
に
襲
わ
れ
ま
し
ょ
う
が
､
原
則

的
に
透
析
室
の
押
当
庭
師
あ
る
い

は
看
護
師
の
指
示
に
従
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
｡
そ
れ
か
ら
'
自
宅
あ

る
い
は
外
出
中
な
ど
で
別
な
所
に

居
て
透
析
施
設
に
居
な
い
場
合
は
､

透
析
施
設
へ
の
連
絡
が
大
切
で
す
｡

連
絡
方
法
は
電
話
･
F
A
X
な
ど

で
す
が
､
自
宅
の
電
話
が
使
え
る

と
良
い
の
で
す
が
'
公
衆
電
話
も

機
種
に
よ
り
使
え
な
い
嬰
口
が
あ
っ

た
り
し
ま
す
｡
電
話
が
繋
が
り
に

く
い
時
に
も
'
透
析
施
設
の
情
報

を
聞
き
た
い
場
合
や
患
者
さ
ん
自

身
の
情
報
を
録
音
す
る
こ
と
の
で

き
る
N
T
T
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ア

ル
･
1
7
1
番
や
､
携
帯
電
話
で

も
同
様
な
･
-
モ
ー
ド
災
害
用
伝
言

サ
ー
ビ
ス
等
も
利
用
し
､
複
数
の

方
法
で
自
分
の
現
在
の
状
態
が
ど

う
な
の
か
を
伝
え
る
､
ま
た
い
つ

も
透
析
を
受
け
て
い
る
病
院
が
ど

う
い
う
状
況
な
の
か
と
い
う
情
報

を
自
分
で
積
極
的
に
調
べ
る
こ
と

が
大
切
で
す
｡
中
越
沖
地
震
の
場

合
に
は
､
患
者
さ
ん
と
な
か
な
か

連
絡
が
取
れ
ず
保
健
師
の
方
々
が

避
難
場
所
を
回
り
患
者
さ
ん
の
安

否
を
確
認
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

た
そ
う
で
す
o

災
害
時
に
｢
患
者
カ
ー
ド
｣
や

｢
保
険
証
｣
は
持
っ
て
い
る
に
越

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
､
緊

急
時
､
受
け
入
れ
の
透
析
施
設
で

何
が
最
低
の
情
報
と
し
て
必
要
か

と
い
え
ば
､
ま
ず
'
そ
の
時
点
の

体
重
と
ド
ラ
イ
ウ
エ
イ
ト
　
(
基
礎

体
重
)
が
必
要
で
し
ょ
う
｡
通
常

の
血
流
量
と
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
-
の

種
類
'
何
時
間
透
析
を
し
て
い
る

か
､
で
き
れ
ば
｢
1
時
間
に
5
0

0
c
c
位
除
水
し
て
も
良
い
こ
れ
以

上
除
水
す
る
と
血
圧
が
下
が
る
D
｣



と
､
い
う
よ
う
な
時
間
当
り
の
除

水
量
の
情
報
が
r
g
確
で
あ
れ
ば
､

す
ぐ
に
透
析
が
で
き
ま
す
｡
災
害

時
に
色
々
な
患
者
情
報
が
あ
っ
た

力
が
良
い
で
す
が
ー
無
く
て
も
私

た
ち
は
何
と
か
透
析
を
や
れ
る
と

思
い
ま
す
o
ま
た
'
皆
さ
ん
の
透

析
条
件
は
時
間
が
経
つ
と
か
な
り

変
わ
り
ま
す
｡
そ
の
変
更
を
正
し

く
記
憶
し
て
お
か
な
く
て
は
､
有

用
な
情
報
に
は
な
り
え
ま
せ
ん
｡

透
析
施
設
に
い
て
災
害
に
あ
っ

た
場
合
､
今
日
こ
こ
に
来
ら
れ
た

方
は
お
元
気
で
す
が
､
動
け
な
い

患
者
さ
ん
を
ど
の
よ
う
に
援
助
･

搬
送
す
る
か
を
具
体
的
に
考
え
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

透
析
宴
で
地
震
が
あ
っ
た
時
､

透
析
を
止
め
る
か
止
め
な
い
か
如

何
し
よ
う
か
'
医
師
の
責
任
が
非

常
に
大
き
く
'
私
た
ち
は
大
変
迷

い
ま
す
o
　
例
え
ば
神
戸
市
の
申
先

生
や
岩
手
県
の
地
ノ
森
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
木
川
田
先
生
に
聞
く
と
､
｢
そ

の
瞬
間
が
一
番
責
任
を
感
じ
迷
っ

た
.
｣
と
､
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
.

ど
ん
な
地
震
も
大
体
1
分
間
で
止

ま
り
ま
す
が
'
1
定
期
間
後
に
余

震
が
あ
る
の
で
そ
れ
も
注
意
し
対

処
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
D
火

事
や
そ
れ
に
よ
っ
て
有
毒
ガ
ス
が

出
る
､
建
物
が
壊
れ
て
く
る
か
も

し
れ
な
い
｡
透
析
離
脱
は
そ
こ
に

い
る
主
任
医
師
が
決
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
'
遅
す
ぎ
な
い
よ
う

に
早
過
ぎ
な
い
よ
う
に
適
切
な
時

期
に
判
断
す
る
こ
と
が
重
要
に
な

り
ま
す
D
透
析
中
に
地
震
が
起
き

●

た
場
合
'
血
液
透
析
中
の
患
者
さ

ん
に
と
っ
て
シ
ャ
ン
ト
に
穿
刺
し

て
い
る
剣
を
ど
う
し
た
ら
良
い
か

が
最
大
の
関
心
事
だ
と
思
い
ま
す
｡

ま
ず
ー
①
透
析
中
に
地
ま
に
襲
わ

れ
た
ら
穿
刺
針
が
抜
け
な
い
よ
う

に
血
液
回
路
を
し
っ
か
り
と
握
る

②
ベ
ッ
ト
の
一
部
に
し
っ
か
り
掴

ま
り
､
振
り
落
と
さ
れ
な
い
よ
う

に
す
る
③
揺
れ
が
収
ま
る
ま
で
起

き
上
が
ら
な
い
･
ど
ん
な
に
大
き

い
地
ま
で
も
1
分
程
度
④
落
下
物

の
危
険
が
あ
る
場
合
に
は
毛
布
を

被
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
｡

停
電
に
よ
る
返
血
方
法
に
は
落
差

返
血
･
バ
ッ
テ
リ
ー
を
使
う
･
手

動
操
作
が
あ
り
､
勿
論
血
の
1
滴

も
大
切
に
す
る
の
が
基
本
的
な
態

度
で
す
が
､
緊
急
時
に
は
返
血
を

し
て
い
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
o
　
透
析
緊
急
離
脱
時
に
は
､
以

前
一
般
的
だ
っ
た
方
式
は
針
は
抜

か
ず
回
路
を
ク
ラ
ン
プ
し
'
切
っ

て
グ
ル
グ
ル
巻
き
の
包
帯
と
い
う

こ
と
で
し
た
o
 
L
か
し
動
い
て
い

●

る
う
ち
に
血
管
の
中
の
針
が
動
き

血
管
を
損
傷
す
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
懸
念
か
ら
､
最
近
は
緊
急

時
に
は
返
血
は
し
な
い
で
抜
針
し
､

止
血
バ
ン
ド
等
を
使
い
圧
迫
し
緊

急
非
難
し
て
も
ら
う
こ
と
が
一
番

良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
｡
動
脈
･
静
脈
の
回
路

を
一
旦
ク
ラ
ン
プ
し
て
切
り
そ
こ

を
コ
ネ
ク
タ
ー
で
繋
ぎ
､
丁
度
外

シ
ャ
ン
ト
の
よ
う
に
血
液
を
回
し

て
お
く
と
い
う
方
法
の
施
設
も
あ

り
ま
す
が
'
よ
ほ
ど
慣
れ
な
い
と

時
間
が
掛
か
り
ま
す
か
ら
､
原
則

的
に
は
抜
針
1
圧
迫
1
止
血
が
緊

急
時
に
‥
番
良
い
の
で
は
な
い
か

と
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
｡

ど
こ
の
施
設
で
も
1
回
ぐ
ら
い
こ

う
い
う
訓
練
を
す
る
訳
で
す
が
､

施
設
に
よ
っ
て
透
析
室
が
何
階
に

あ
る
か
で
違
い
､
災
害
時
は
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
使
え
な
い
な
ど
'
状

況
で
随
分
違
っ
て
く
る
訳
で
す
｡

や
は
り
自
施
設
で
の
模
擬
訓
練
が

必
要
と
な
り
ま
す
o



(
図
3
)
先
程
の
災
害
時
透
析

患
者
カ
ー
ド
は
勿
論
あ
っ
た
ほ
う

が
良
い
で
す
｡
し
か
し
､
実
は
カ
ー

ド
は
携
帯
し
て
い
な
い
こ
と
が
多

い
よ
う
で
､
皆
さ
ん
が
災
害
時
だ

け
で
な
く
外
出
時
に
具
合
が
悪
く

な
っ
た
時
な
ど
に
透
析
患
者
だ
と

い
う
こ
と
が
分
か
る
と
よ
い
の
で

あ
り
､
外
出
時
に
常
時
携
帯
す
る

こ
と
に
す
れ
ば
災
害
時
に
も
自
然

に
身
に
付
け
て
い
る
と
い
う
習
慣

が
付
く
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
.

私
が
思
う
に
は
今
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
時
代
で
す
か
ら
'
こ
れ
の

半
分
位
の
も
の
を
電
子
カ
ル
テ
と

●

し
て
情
報
を
入
れ
毎
月
こ
れ
を
更

新
し
'
ア
メ
リ
カ
の
兵
隊
さ
ん
の

認
識
票
の
よ
う
に
ネ
ッ
ク
レ
ス
と

し
て
か
け
て
お
く
､
と
い
う
よ
う

な
方
法
に
な
れ
ば
非
常
に
よ
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
o

‥
災
害
時
の
心
得

(
図
4
)
私
が
室
蘭
日
鋼
記
念

病
院
に
い
た
時
'
有
珠
山
が
噴
火

し
ま
し
た
｡
洞
爺
湖
の
す
ぐ
近
く

の
洞
爺
協
会
病
院
で
は
ま
っ
た
く

透
析
が
で
き
な
く
な
り
､
透
析
患

者
2
0
名
く
ら
い
の
内
1
0
名
ほ
ど
の

方
々
を
室
蘭
日
鋼
記
念
病
院
で
お

●

預
か
り
し
ま
し
た
u
伊
達
赤
十
字

病
院
は
建
物
が
崩
壊
し
水
が
使
え

な
く
な
っ
て
透
析
患
者
さ
ん
が
あ

ち
こ
ち
に
移
動
し
ま
し
た
｡
そ
の

時
に
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
｡

何
人
か
の
私
の
知
っ
て
い
る
透
析

患
者
さ
ん
が
洞
爺
湖
の
近
く
の
い

く
つ
か
の
避
難
所
に
い
た
の
で
す

が
､
降
圧
剤
を
飲
ん
で
い
る
人
が

薬
を
持
っ
て
い
な
く
て
降
圧
剤
を

飲
ま
な
い
た
め
2
日
位
経
つ
と
非

常
に
血
圧
が
上
が
っ
た
の
で
し
た
｡

幸
い
に
食
事
が
取
れ
ず
ひ
も
じ
い

思
い
を
す
る
よ
う
な
人
は
い
な
か
っ

た
け
れ
ど
'
配
ら
れ
た
お
弁
当
を

食
べ
る
と
味
が
濃
い
､
つ
ま
り
塩

辛
い
か
ら
口
が
渇
い
て
水
が
飲
み

た
く
な
り
､
こ
れ
に
よ
っ
て
も
血

圧
が
上
が
り
ま
し
た
o
　
(
図
5
)
カ

リ
ウ
ム
'
塩
分
､
水
分
の
管
理
が

大
切
で
す
｡
透
析
が
2
日
間
空
い

た
時
に
一
番
死
亡
率
が
高
い
と
い

う
研
究
が
あ
り
ま
す
が
'
通
常
は

土
日
な
ど
2
日
間
透
析
が
無
く
て

も
大
丈
夫
な
は
ず
で
す
0
　
2
日
間

は
何
と
か
も
つ
訳
で
す
か
ら
'
そ

の
間
に
し
っ
か
り
と
透
析
施
設
に

連
絡
を
取
る
こ
と
が
大
事
で
す
o

皆
さ
ん
自
分
の
病
院
の
電
話
番
号

を
知
っ
て
い
ま
す
か
?
自
分
の
病

院
の
電
話
番
号
は
知
っ
て
お
い
て

く
だ
さ
い
o
　
私
の
い
る
札
幌
北
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
は
､
病
院
･
事
務
長
･

群
事
長
･
院
長
･
医
師
ま
で
く
ら

い
の
電
話
番
号
を
公
開
し
て
お
り
'

ど
こ
か
に
繋
が
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
｡
こ
れ
は
'
実
際
に
皆
さ

ん
の
施
設
で
何
月
何
日
に
災
害
が

起
き
た
と
い
う
仮
定
の
も
と
で
シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み
る
と
良
い



と
思
い
ま
す
｡
皆
さ
ん
が
全
員
病

院
に
電
話
を
入
れ
た
ら
､
多
分
受

け
取
る
方
は
パ
ン
ク
し
て
し
ま
い

ま
す
よ
ね
.
し
か
し
､
こ
れ
も
訓

練
と
し
て
行
っ
て
み
る
価
値
が
あ

り
ま
す
｡
F
A
X
等
色
々
な
方
法

が
考
え
ら
れ
る
の
で
す
が
各
施
設

で
の
工
夫
も
必
要
が
あ
り
ま
す
し
､

北
海
道
の
透
析
医
会
で
も
今
年
中

に
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
o
　
そ

れ
か
ら
'
仲
の
良
い
お
友
達
で
曜

日
の
同
じ
人
や
曜
日
の
違
う
人
少

な
く
て
も
4
人
く
ら
い
を
登
録
し

て
お
い
て
､
｢
お
互
い
に
助
け
合
い

ま
し
ょ
う
｡
｣
と
い
う
協
力
体
制
を

取
っ
て
お
く
と
よ
か
ろ
う
と
思
い

ま
す
｡
こ
れ
は
災
害
の
時
だ
け
で

は
な
く
自
分
に
何
か
が
あ
っ
た
時

に
助
け
と
な
り
頼
り
に
な
る
と
思

い
ま
す
o
　
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

活
用
も
大
切
で
す
o
　
そ
れ
か
ら
'

日
本
透
析
医
会
で
は
､
東
京
都
府

中
市
の
杉
崎
先
生
が
中
心
と
な
っ

て
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
､

全
国
で
4
0
0
く
ら
い
の
名
簿
が

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
｡
被
災
を
受

け
た
場
合
の
病
院
あ
る
い
は
そ
れ

を
聞
き
つ
け
て
く
れ
た
施
設
が
日

本
透
析
医
会
に
メ
ー
ル
を
送
っ
て

く
る
の
で
す
｡
そ
う
す
る
と
私
た

ち
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
そ
れ
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
o
　
ど
こ
の
病

院
が
透
析
で
き
な
く
な
っ
て
何
人

の
患
者
さ
ん
の
受
け
取
り
を
希
望

し
て
い
る
と
分
か
る
訳
で
す
｡
そ

う
す
る
と
そ
れ
に
対
し
て
'
そ
れ

を
見
た
近
隣
の
病
院
が
　
｢
白
分
の

と
こ
ろ
で
1
2
人
だ
っ
た
ら
受
け
入

れ
ら
れ
る
｡
但
し
､
ナ
ー
ス
と
テ

ク
ニ
シ
ャ
ン
2
人
ず
つ
つ
け
て
く

れ
o
｣
と
､
通
信
で
き
る
よ
う
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
で
き
て
い
ま
す
｡
こ

の
前
の
九
州
や
新
潟
の
地
震
の
時

に
そ
れ
が
非
常
に
有
効
に
作
動
し

ま
し
た
｡
そ
れ
で
患
者
さ
ん
の
団

体
に
連
絡
す
る
方
法
も
考
え
て
い

ま
す
D
腎
友
会
も
l
種
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
､
そ
れ
を
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
｡
そ

●

れ
か
ら
'
行
政
機
関
に
連
絡
す
る
'

報
道
機
関
は
非
常
に
緊
密
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
も
っ
て
い
ま
す
か
ら

そ
こ
か
ら
情
報
を
入
手
す
る
こ
と

も
必
要
で
す
｡
中
越
沖
地
震
の
時

は
新
潟
市
と
新
潟
県
が
非
常
に
上

手
に
連
携
し
た
そ
う
で
す
が
､
そ

れ
も
我
々
は
学
ば
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
o
　
札
幌
市
で
災
害
が
あ
っ

た
時
に
は
､
札
幌
市
透
析
医
会
(
会

長
　
中
野
医
院
中
野
幸
雄
先
生
)

と
北
海
道
透
析
医
会
で
は
私
が
会

長
で
す
の
で
､
行
政
(
札
幌
市
や

道
庁
)
　
と
も
情
報
を
や
り
取
り
し

報
道
機
関
か
ら
も
情
報
が
入
り
ま

す
し
､
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
各

施
設
で
色
々
な
情
報
を
こ
こ
に
登

録
し
て
も
ら
う
と
'
私
た
ち
と
し

て
は
情
報
を
持
っ
て
い
ま
す
か
ら
'

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
い
い
か
を
患

者
さ
ん
に
聞
か
れ
た
場
合
に
は
'

あ
な
た
の
場
合
に
は
ど
こ
に
行
き

な
さ
い
と
言
え
る
こ
と
こ
と
に
な

り
ま
す
o
そ
れ
か
ら
.
繰
り
返
し
ま

す
が
シ
ャ
ン
ト
の
こ
と
､
常
用
薬

●

剤
や
自
分
の
透
析
条
件
な
ど
を
頭

に
入
れ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
o

悶
災
害
対
策
計
画
の
ポ
イ
ン
ト

(
図
6
)
血
液
透
析
で
は
水
と

電
気
の
確
保
が
必
要
で
す
｡
こ
れ

は
も
う
､
個
人
的
な
努
力
の
み
で

は
出
来
な
い
訳
で
す
o
阪
神
大
震

災
の
時
に
は
'
神
戸
に
は
灘
の
生

一
本
と
言
い
美
味
し
い
日
本
酒
を

作
る
非
常
に
良
い
水
が
出
る
と
こ

ろ
が
あ
り
､
水
を
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

で
運
ん
だ
り
す
る
施
設
が
た
く
さ

ん
あ
っ
て
随
分
活
用
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
す
o
　
各
施
設
で
何
が
必



要
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
行
政
に

言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
o
　
北

海
道
で
は
'
浦
河
が
非
常
に
地
震

の
多
い
と
こ
ろ
で
す
｡
現
在
は
東

京
都
府
中
市
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
勤

務
さ
れ
て
い
て
か
つ
て
浦
河
赤
十

字
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
赤
塚
先

生
は
災
害
関
連
の
こ
と
を
一
生
懸

命
さ
れ
て
お
り
､
行
政
や
自
衛
隊

の
協
力
の
こ
と
な
ど
を
含
め
具
体

的
に
よ
く
知
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
9
　
赤
塚
先
生
の
経
験
を
読
む

と
'
行
政
に
水
が
必
要
と
い
っ
て

依
頼
に
行
く
の
は
勿
論
､
水
が
欲

し
い
と
い
う
こ
と
を
あ
ち
こ
ち
に

要
請
す
る
必
要
性
を
述
べ
て
お
ら

れ
ま
す
｡
医
薬
品
や
医
療
磯
節
の

会
社
で
は
'
医
薬
品
･
ダ
イ
ア
ラ

イ
ザ
-
･
腹
膜
透
析
を
し
て
い
る

方
の
透
析
液
等
も
､
ど
こ
に
何
が

ど
の
位
あ
る
か
解
っ
て
い
ま
す
｡

ス
タ
ッ
フ
の
確
保
'
こ
れ
は
な
か

な
か
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
D
阪
神

淡
路
大
震
災
が
発
生
し
た
時
に
､

そ
の
頃
.
私
と
親
交
が
あ
る
医
師

●

の
1
5
人
の
内
､
病
院
に
行
け
た
の

は
5
人
し
か
い
ま
せ
ん
で
し
た
｡

行
こ
う
と
思
っ
た
が
交
通
機
関
が

無
く
て
行
け
な
い
､
そ
れ
か
ら
何

と
か
車
が
あ
っ
て
行
け
た
の
だ
け

れ
ど
も
途
中
で
道
路
が
だ
め
に
な
っ

て
い
た
｡
ま
た
自
分
の
隣
の
家
が

潰
れ
て
う
な
り
声
が
聞
こ
え
て
､

そ
の
人
を
黙
っ
て
は
と
て
も
と
て

も
自
分
の
病
院
に
は
出
向
け
な
か
っ

た
と
い
う
人
も
い
ま
し
た
｡
で
す

か
ら
'
病
院
が
無
事
で
ス
タ
ッ
フ

は
何
と
か
病
院
に
行
こ
う
と
し
て

も
､
1
0
0
%
の
ス
タ
ッ
フ
を
確

保
出
来
な
い
と
い
う
可
能
性
も
あ

り
ま
す
o
　
私
は
札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ

ク
ま
で
平
常
時
に
は
重
で
行
く
と

2
0
分
く
ら
い
'
地
下
鉄
で
行
く
と

3
0
分
く
ら
い
で
行
き
ま
す
9
　
ど
こ

か
で
滞
る
と
､
タ
ク
シ
ー
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
し
や
は
り
歩
く
か
自

転
車
か
と
色
々
な
状
況
を
考
え
て

お
り
ま
す
｡
そ
れ
か
ら
情
報
伝
達

で
す
が
､
備
え
付
け
の
電
話
に
F

A
X
も
付
け
て
お
く
な
ピ
ー
情
報

●

の
受
け
取
り
方
そ
れ
か
ら
発
信
の

仕
方
も
色
々
あ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
で
し
ょ
う
o
防
災
訓
練
も
必
ず

や
っ
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
o
(
図

7
)
ま
た
'
災
害
時
に
は
こ
う
い

う
組
織
的
な
災
害
対
策
本
部
が
必

要
で
す
｡
そ
う
す
る
と
'
災
害
時

に
な
る
べ
く
正
常
な
医
療
活
動
が

で
き
る
よ
う
に
皆
で
努
力
で
き
る

訳
で
す
が
､
や
は
り
災
害
対
策
本

部
で
全
体
を
見
渡
し
取
り
仕
切
る

よ
う
な
責
作
と
権
力
を
持
つ
リ
ー

グ
-
が
l
人
必
要
で
す
｡

患
者
さ
ん
の
防
災
教
育
と
し
て

は
､
私
ど
も
は
色
々
な
所
の
協
力

を
得
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し

て
お
り
ま
す
｡
し
っ
か
り
お
読
み

下
さ
い
｡
ま
た
､
病
院
や
透
析
施

設
が
防
災
訓
練
を
す
る
と
い
っ
た

ら
､
ば
か
ば
か
し
い
と
思
わ
ず
実

施
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
o
　
そ
れ
か
ら
災
害
時
に

｢
も
し
も
'
こ
ん
な
こ
と
が
起
き

た
ら
ど
う
す
る
か
｡
｣
と
､
い
う
話

を
皆
さ
ん
で
な
さ
る
こ
と
が
役
に

立
ち
ま
す
｡
私
が
紅
顔
の
美
少
年

だ
っ
た
m
中
学
2
年
年
の
時
に
釧

路
沖
地
震
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し

た
o
　
あ
れ
は
冬
で
､
中
学
校
の
2

階
の
校
舎
に
い
て
グ
ラ
グ
ラ
と
来

た
わ
け
で
す
｡
グ
ラ
ン
ド
に
避
難

し
た
と
こ
ろ
'
校
長
先
生
の
　
｢
石

炭
ス
ト
ー
ブ
を
ち
ゃ
ん
と
始
末
し

て
き
た
か
o
｣
と
の
言
葉
で
'
私
は

担
任
の
教
師
と
級
友
3
人
で
ス
ト
ー

ブ
の
火
を
消
し
に
行
き
ま
し
た
｡

で
も
'
火
を
消
す
っ
て
こ
と
は
そ

ん
な
に
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
の

で
す
ね
｡
ス
ト
ー
ブ
の
脇
に
あ
っ

た
水
を
エ
イ
ヤ
ー
ツ
と
そ
の
石
炭



ス
ト
ー
ブ
に
か
け
ま
し
た
ら
鉄
の

ス
ト
ー
ブ
が
割
れ
て
､
火
の
つ
い
た

石
炭
が
ワ
ッ
と
床
に
散
ら
ば
っ
て
､

今
度
は
そ
の
辺
に
火
が
つ
い
て
大

変
で
し
た
D
　
水
を
か
け
る
と
石
炭

ス
ト
ー
ブ
が
壊
れ
る
と
い
う
こ
と

が
そ
れ
で
分
か
り
ま
し
た
o
地
震

の
時
火
を
ど
う
処
理
す
る
か
を
常

に
考
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
｡

一
種
の
危
機
管
理
に
も
な
り
ま
す

か
ら
'
日
常
会
話
の
話
題
で
'
こ
う

い
う
場
合
に
は
ど
う
し
よ
う
か
､
私

は
こ
ん
な
経
験
が
あ
っ
た
と
か
､
色
々

な
事
を
話
し
て
お
く
と
良
い
と
思

い
ま
す
｡
ま
た
'
普
段
か
ら
の
自
己

管
理
が
基
本
で
す
｡
こ
れ
に
関
わ

る
こ
と
で
す
が
'
透
析
施
設
へ
の
移

動
の
輸
送
費
な
ど
は
災
害
救
助
法

が
適
用
さ
れ
さ
ま
ざ
ま
な
援
助
が

あ
り
ま
す
の
で
､
皆
さ
ん
あ
ま
り
心

配
な
さ
ら
な
い
で
す
む
よ
う
で
す
｡

(
図
8
)
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
に

危
機
管
理
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
が

あ
り
ま
し
て
､
先
程
も
お
話
し
ま

し
た
が
'
日
本
透
析
医
会
で
は
災

害
委
員
会
と
い
う
の
が
メ
ー
リ
ン

グ
リ
ス
ト
を
持
っ
て
お
り
厚
生
労

働
省
･
透
析
医
学
会
･
各
都
道
府

県
の
透
析
医
会
と
情
報
交
換
し
て

い
ま
す
｡
で
す
か
ら
'
私
た
ち
医

療
側
と
し
て
は
'
何
か
あ
っ
た
時

に
情
報
を
持
ち
お
互
い
に
助
け
合

ぅ
と
い
う
方
法
を
少
し
ず
つ
確
立

し
っ
つ
あ
り
ま
す
o
個
々
の
透
析

施
設
が
担
当
し
て
い
る
患
者
さ
ん

た
ち
の
情
報
と
い
う
の
は
､
そ
れ

は
そ
の
各
透
析
施
設
が
自
分
の
努

力
で
集
め
な
い
と
い
け
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
か
ら
､
皆
さ
ん
自
分

の
病
院
や
透
析
施
設
は
ど
う
な
つ

て
い
る
の
か
と
い
う
の
を
'
院
長

や
理
事
長
に
お
聞
き
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
｡
そ
し
て
何
と
か
水
が
確

保
で
き
る
よ
う
に
電
気
が
確
保
で

き
る
よ
う
に
へ
　
私
た
ち
は
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
｡
水
が

無
け
れ
ば
あ
る
い
は
電
気
が
無
け

れ
ば
'
現
在
の
血
液
透
析
は
出
来

な
い
訳
で
す
け
れ
ど
､
行
政
と
し

て
も
そ
れ
ら
は
日
常
生
活
の
基
本

に
な
り
ま
す
か
ら
'
そ
の
第
一
選

択
を
そ
し
て
第
二
選
択
を
ど
こ
に

す
る
か
は
な
か
な
か
難
し
い
よ
う

で
す
｡
し
か
し
'
日
頃
か
ら
血
液

透
析
は
水
が
無
く
て
は
で
き
ず
'

腎
臓
の
悪
い
力
の
場
合
そ
れ
が
命

に
直
結
す
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を

る

▼

O

緯
々
説
明
し
て
重
要
性
を
行
政
に

分
か
っ
て
も
ら
う
努
力
を
続
け
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
｡

瑚
災
害
時
に
対
す
る

軌
平
常
時
の
心
得

(
図
9
)
こ
の
7
項
目
は
'
も

う
一
度
よ
く
記
憶
に
留
め
て
下
さ

●

い
｡
隣
･
近
所
と
交
流
を
保
ち
自

分
が
透
析
を
し
て
い
る
こ
と
を
理

解
し
て
く
れ
る
人
を
持
つ
こ
と
･

災
害
時
の
通
院
手
段
を
考
え
て
お

く
･
家
族
と
良
く
災
害
時
に
つ
い

て
話
し
て
お
く
こ
と
な
ど
も
大
切

だ
と
思
い
ま
す
｡
ま
た
'
行
政
の

災
害
対
策
を
把
握
し
て
お
く
o
必

要
な
事
項
は
医
療
側
か
ら
も
要
請

は
し
ま
す
が
､
皆
さ
ん
か
ら
も
必

要
で
あ
れ
ば
要
請
す
る
こ
と
で
す
｡

行
政
､
札
幌
市
･
北
海
道
の
対
策

を
皆
さ
ん
の
目
か
ら
も
見
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
o
(
E
E
I
I
 
0
)
非
常

持
ち
出
し
は
こ
こ
に
あ
る
通
り
で



--　､今　　丁与　　　十　---

1937年12月9日生まれ
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す
｡
し
か
し
.
懐
中
電
灯
な
ど
は
実

際
に
そ
れ
が
点
く
か
ど
う
か
､
所
定

の
と
こ
ろ
に
あ
る
か
ど
う
か
を
確

か
め
ま
し
ょ
う
｡
災
害
時
に
は
こ

の
他
､
怪
我
を
し
な
い
た
め
に
靴
を

こ
れ
ら
の
薬
は
特
に
忘
れ
な
い
で
　
る
時
グ
ラ
グ
ラ
ツ
と
き
た
ら
ど
う

持
て
れ
ば
一
番
よ
い
と
思
い
ま
す
｡
　
す
る
か
ー
自
宅
で
そ
う
な
っ
た
時

で
は
最
後
に
な
り
ま
す
が
､
今
　
に
ど
う
す
る
か
'
そ
れ
か
ら
自
分

日
お
休
み
に
な
る
時
な
ど
で
も
､
　
の
家
で
も
な
い
透
析
時
で
も
な
い
､

あ
る
い
は
大
通
公
園
に
い
た
時
に

ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
､
状

況
を
変
え
て
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に

考
え
て
み
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
o

●

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

●

は
く
こ
と
が
大
事
で
す
.
(
図
1
 
1
)
　
自
分
が
も
し
自
分
の
透
析
室
に
い
　
た
と
え
ば
丸
井
デ
パ
ー
ト
の
3
階



腎
友
会
活
動
と
課
題

北
見
地
方
腎
友
会
事
務
局
長
　
浅
　
見
　
恭
　
行

現
在
ー
北
見
地
方
腎
友
会
は
'

1
0
7
名
の
会
員
で
'
北
見
市
6

施
設
ー
美
幌
町
1
施
設
の
計
7
施

設
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
｡
年
間

行
事
は
春
の
日
帰
り
旅
行
(
花
見
)

9
月
の
北
見
市
ふ
れ
あ
い
広
場
の

参
加
､
健
康
ま
つ
り
の
参
加
､
秋

の
一
泊
旅
行
と
年
間
5
-
6
回
発

行
の
腎
友
会
だ
よ
り
等
が
あ
り
ま

す
｡
私
が
北
見
地
方
腎
友
会
事
務
局

長
と
し
て
活
動
を
始
め
て
1
年
半

が
過
ぎ
ま
し
た
｡
そ
の
間
'
会
長

(
前
事
務
局
長
)
が
亡
く
な
り
'

頼
り
に
し
て
い
た
副
会
長
が
脱
会

と
色
々
あ
り
ま
し
た
が
4
月
か
ら

新
役
員
体
制
の
も
と
活
動
し
て
い

ま
す
o
道
腎
協
の
役
員
の
方
や
地

方
腎
友
会
の
役
員
の
方
々
か
ら
の

助
言
や
励
ま
し
を
頂
き
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
｡

北
見
地
方
腎
友
会
の
近
年
の
活

動
に
よ
る
主
な
成
果
と
し
て
､
今

年
4
月
か
ら
北
見
市
の
障
害
者
に

対
す
る
交
通
費
助
成
制
度
の
ハ
イ

ヤ
ー
チ
ケ
ッ
ト
が
腎
臓
障
害
の
方

の
み
､
年
間
1
5
枚
の
加
算
と
な
り

ま
し
た
｡

ま
た
'
1
1
月
に
は
'
北
見
市
長
､

市
議
会
議
長
に
対
し
要
望
書
を
提

H
致
し
ま
し
た
｡
内
容
は
｢
現
在
､

障
害
者
に
対
し
て
'
ハ
イ
ヤ
ー
チ

ケ
ッ
ト
　
(
初
乗
り
分
)
を
配
布
し

て
頂
い
て
い
ま
す
が
障
害
者
の
中

に
は
'
自
家
用
車
や
家
族
の
車
を

利
用
し
て
い
る
者
が
大
勢
い
て
ハ

イ
ヤ
ー
チ
ケ
ッ
ト
が
無
駄
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
o
そ
こ
で
ハ
イ
ヤ
ー

●

チ
ケ
ッ
ト
と
ガ
ソ
リ
ン
チ
ケ
ッ
ト

(
ハ
イ
ヤ
ー
初
乗
り
分
相
当
)
の
ど

ち
ら
か
を
選
択
出
来
る
よ
う
に
し

て
下
さ
い
｡
｣
と
､
言
う
内
容
で
す
｡

課
題
と
し
て
は
､
他
の
腎
友
会

も
同
じ
問
題
だ
と
思
い
ま
す
が
へ

や
っ
ぱ
り
会
員
数
を
増
や
す
事
だ

と
思
い
ま
す
｡
特
に
北
見
は
入
会

率
が
低
く
'
な
か
な
か
患
者
さ
ん

に
埋
解
し
て
頂
け
ま
せ
ん
o
北
見

地
方
腎
友
会
独
自
の
新
し
い
　
｢
入

会
の
し
お
り
｣
を
製
作
し
て
各
施

設
の
幹
事
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い

ま
す
｡
し
か
し
､
幹
事
さ
ん
の
中

に
は
｢
う
ま
く
説
明
出
来
な
い
o
L

｢
う
ま
く
返
答
出
来
な
い
o
｣
と
､

言
う
意
見
が
あ
り
ま
す
｡
そ
こ
で

道
腎
協
に
お
願
い
で
す
が
､
各
施

設
の
幹
事
さ
ん
に
対
し
て
勧
誘
の

た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
て
頂

け
な
い
で
し
ょ
う
か
｡
ま
た
､
年
間

の
行
事
も
参
加
者
が
同
じ
メ
ン
バ
ー

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
o
本
人
の

体
調
､
都
合
も
あ
り
ま
す
が
情
報

交
換
の
場
と
し
て
も
っ
と
積
極
的

に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
o

私
ご
と
で
す
が
透
析
を
し
な
が

ら
仕
事
と
腎
友
会
の
仕
事
を
両
立

す
る
の
は
な
か
な
か
難
し
く
'
仕

事
が
重
な
る
事
が
多
々
あ
り
､
会

報
の
情
報
が
少
々
遅
れ
る
な
ど
会

員
の
皆
様
に
は
申
し
訳
な
く
思
っ

て
お
り
ま
す
｡

最
後
に
医
療
講
演
や
学
習
会
を

開
催
し
､
会
員
の
皆
様
の
健
康
維

持
に
つ
な
が
る
様
な
行
動
を
検
討

し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
｡

●



運
営
委
員
山
谷
　
真
幸

1
 
1
月
に
入
り
朝
夕
一
段
と
寒
さ

が
増
し
て
ま
い
り
ま
し
た
｡
私
は

透
析
を
始
め
て
8
年
目
に
な
り
ま

す
｡
平
成
5
年
頃
か
ら
時
々
鼻
血

が
出
る
よ
う
に
な
り
､
総
合
病
院

を
受
診
し
ま
し
た
ら
高
血
圧
と
診

断
さ
れ
降
圧
剤
を
服
用
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
｡
3
年
日
の
1
2
月

頃
よ
り
下
半
身
に
む
く
み
が
出
始

め
体
が
何
と
な
く
だ
る
さ
を
感
じ

る
よ
う
に
な
り
担
当
の
先
生
に
検

査
を
し
て
も
ら
い
'
腎
臓
が
か
な

り
悪
い
と
言
わ
れ
即
入
院
に
な
り

ま
し
た
0
　
3
ケ
月
た
ち
､
ク
レ
ア

チ
ニ
ン
が
5
･
5
m
g
/
朗
に
な
り

退
院
に
当
り
先
生
か
ら
｢
こ
の
病

気
は
食
事
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
o
｣
と
､
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
o

平
成
1
0
年
3
月
に
透
析
導
入
に
な

り
5
月
に
総
合
病
院
か
ら
退
院
と

同
時
に
自
宅
近
く
の
医
院
に
移
り

今
日
に
到
っ
て
お
り
ま
す
o
導
入

後
1
年
近
く
は
､
急
激
な
血
圧
低

下
や
物
を
吐
い
た
り
を
繰
り
返
し

大
変
な
通
院
で
し
た
｡
こ
の
様
な

状
態
で
す
の
で
自
宅
よ
り
あ
ま
り

外
に
出
ず
､
テ
レ
ビ
の
番
人
の
生
活

を
2
年
近
く
過
ご
し
ま
し
た
｡

私
共
の
医
院
で
は
水
分
･
リ
ン
･

カ
リ
ウ
ム
な
ど
特
に
水
分
管
坤
が

非
常
に
厳
し
く
､
毎
日
大
変
苦
労

し
て
お
り
ま
す
o
　
当
院
の
先
生
は

l
週
間
の
状
態
を
見
て
薬
に
気
を

付
け
て
く
だ
さ
り
､
栄
養
士
さ
ん

に
は
毎
回
の
食
事
に
気
配
り
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
｡
特
に
主

任
看
護
師
さ
ん
は
我
々
患
者
の
病

気
に
対
し
て
心
配
り
と
的
確
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
だ
さ
り
'
心

強
く
思
っ
て
お
り
ま
す
｡
私
も
何

と
か
患
者
さ
ん
の
お
手
伝
い
が
で

き
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た

所
'
我
々
患
者
会
の
機
関
紙
｢
ぜ

ん
じ
ん
き
ょ
う
｣
及
び
｢
ど
う
じ
ん
｣

を
読
む
よ
う
に
な
り
'
透
析
に
対

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
体
験
談
を

拝
読
L
t
　
ま
た
'
各
地
域
の
先
生

方
の
講
演
会
内
容
の
掲
載
で
は
腎

不
全
患
者
の
生
活
の
仕
方
や
永
年

透
析
を
継
続
す
る
為
の
注
意
な
ど
､

参
考
に
し
て
お
り
'
次
号
を
楽
し

み
に
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
す
｡

私
も
地
方
の
腎
友
会
に
入
り
5

年
目
に
な
り
ま
す
o
　
私
達
患
者
に

と
り
ま
し
て
も
'
3
年
前
よ
り
外

来
透
析
食
が
有
料
に
な
り
､
ま
た

北
海
道
で
は
他
県
に
先
駆
け
て
｢
重

度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業
｣

で
財
政
の
悪
化
を
理
由
に
1
割
の

患
者
自
己
負
担
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
o
　
そ
れ
に
伴
い
､
我
々
は
昨

年
｢
更
生
医
療
｣
を
選
択
し
ま
し

た
が
'
そ
れ
も
国
の
財
政
圧
縮
の

為
｢
障
害
者
自
立
支
援
法
｣
　
の
名

の
も
と
改
悪
さ
れ
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
｡
あ
る
国
会
議
員
は
　
｢
障

害
者
の
中
で
も
特
に
透
析
患
者
は

高
額
な
国
費
負
担
が
あ
り
､
来
年

は
こ
の
件
を
何
と
か
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
o
｣
と
'
発
言
し
て
お
り

ま
す
o
　
我
々
の
先
人
が
打
と
努
力

に
よ
り
今
日
の
透
析
患
者
の
医
療

費
の
助
成
制
度
を
確
立
し
て
ま
い

り
ま
し
た
o
　
我
々
は
簡
単
に
そ
の

｢
改
悪
｣
を
許
し
て
は
な
り
ま
せ

ん
o
患
者
会
は
今
一
層
に
団
結
し

て
ー
こ
の
案
件
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
〃
‥

患
者
及
び
御
家
族
の
皆
さ
ま
方
と

共
に
国
や
道
に
対
し
て
声
を
上
げ

て
行
こ
う
じ
や
な
い
で
す
か
〃



く別路)遭新　9月30El付

平
成
9
年
1
0
月
の
｢
臓
器
移
植
法
し
の
施
行
か
ら
8
年
｡
脳
死
で
の
臓
器
提
供
は
現
在
ま
で
全

国
で
4
0
例
､
こ
れ
ま
で
1
5
0
名
の
患
者
が
移
植
を
受
け
ま
し
た
｡
北
海
道
で
も
脳
死
で
の
腎
臓

提
供
が
あ
り
'
9
月
に
2
名
の
方
が
腎
移
植
を
､
1
 
0
月
に
は
静
岡
県
の
提
供
者
の
方
か
ら
道
内
初

の
肺
臓
･
腎
臓
同
時
移
植
を
-
名
の
万
が
受
け
ま
し
た
が
､
脳
死
で
の
臓
器
移
植
は
な
か
な
か
進

ま
な
い
状
況
で
す
.
毎
年
1
 
0
月
を
国
が
臓
器
移
植
推
進
月
間
に
定
め
て
い
ま
す
が
北
海
道
で
は
全

国
に
先
か
け
､
9
月
2
5
日
他
と
そ
の
他
各
地
の
健
康
ま
つ
り
等
に
協
賛
L
t
全
道
2
4
カ
所
･
約
3

2
0
名
の
参
加
で
献
腎
へ
の
理
解
と
協
力
を
訴
え
ま
し
た
｡

(
札
幌
腎
臓
病
患
者
友
の
会
)

北
海
道
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議

会
と
札
幌
腎
臓
病
患
者
友
の
会
合

同
の
腎
提
供
者
拡
大
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
人
通
り
酉
3
丁
目
･
4

丁
目
を
中
心
に
'
道
庁
'
市
役
所
､
北

海
道
腎
臓
バ
ン
ク
､
市
立
札
幌
病
院
､

墓

石

'

札

幌

ス

ノ

～

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
'
札
幌
エ
ル
ム

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
'
北
海
道
難
病

連
､
8
団
体
と
私
た
ち
患
者
と
家
族

な
ど
6
3
名
の
参
加
に
よ
っ
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
o
当
日
は
'
天
候
に
恵

ま
れ
用
意
し
た
3
､
0
0
0
枚
の
意

思
表
示
カ
ー
ド
･
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は

4
0
分
程
で
配
布
で
き
ま
し
た
o

●

翌
日
に
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
模

様
が
道
新
に
カ
ラ
ー
で
掲
載
さ
れ

る
な
ど
主
た
る
目
的
の
啓
発
活
動

は
達
成
で
き
ま
し
た
.
こ
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
も
回
を
重
ね
2
5
回
と
な

り
､
そ
の
成
果
と
し
国
民
の
9
割

が
脳
死
移
植
を
認
知
し
1
割
弱
が

カ
ー
ド
を
所
持
し
て
い
ま
す
｡
し

か
し
移
植
が
進
ま
な
い
現
状
を
考

え
た
場
合
､
国
民
の
合
意
を
目
指

し
て
運
動
の
質
､
量
と
も
拡
大
し

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
｡
今
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
の
協

力
で
こ
こ
ま
で
来
ま
し
た
｡
関
係

者
の
方
々
に
は
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
o

(
報
告
　
川
村
　
隆
志
)
●

(
釧
路
地
方
腎
友
会
)

ジ
ャ
ス
コ
釧
路
店
に
て
約
1
時

間
'
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
･
意
思
表
示

カ
ー
ド
･
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
買
い
物

客
に
手
渡
し
協
力
を
お
願
い
し
た
o

脊
有
匡
H
I
t
F
q
I
仙

m
　
=
　
H
は
り
u
u
M
n
M
H
m

■

.

.

　

J

L

I

･

I
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シ
r
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セ
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蔓
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書
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上

h
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悪

事

し

た
力
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享
ソ
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五
百

薯

L

Z
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L
､
W
J
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カ
ー

i
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g
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r

た

L
I
汀
は
付
か
星
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は

r

i

は

爪

事

川

嘉

可

■

L

r

卓

一

.

て
V
莞
-
ド
l
+
把

I
(
さ
し
て
ー
レ
棄
て

い
た
.何
重
H
■
蓋
､
宅
一

t
内
r
添
【
旨
<
春
フ

為

丁

萱

上
し
い
さ
と
い
う
｡

h
_
■
t
L
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_

■
宇
▼
ノ
ペ
ー
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●

(
江
別
腎
臓
病
患
者
会
)

ボ
ス
フ
ー
ル
江
別
店
に
て
､
1
6

名
で
黄
色
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
用

し
､
風
船
と
と
も
に
チ
ラ
シ
･
意

思
表
示
カ
ー
ド
を
配
り
腎
提
供
を

市
民
に
呼
び
か
け
ま
し
た
o

北
海
道
新
聞
社
と
釧
路
新
聞
社
の

2
社
か
ら
取
材
を
受
け
へ
　
取
材
記

者
に
は
当
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
主
旨
､

臓
器
移
植
に
関
わ
る
道
内
の
様
子
'

障
害
者
自
立
支
援
法
案
の
再
提
出

の
件
に
つ
い
て
説
明
を
し
､
報
道

協
力
を
お
願
い
し
た
o
釧
路
新
聞

は
9
月
2
7
日
に
北
海
道
新
聞
は
9

月
3
0
日
に
掲
載
さ
れ
'
我
々
の
活

動
が
少
し
は
認
め
ら
れ
た
と
い
う

思
い
で
一
杯
で
す
｡

(
報
告
　
栗
山
　
尚
倫
)

(
留
萌
地
方
水
無
人
腎
友
会
)

1
0
月
1
5
日
出
留
萌
市
立
病
院
で

開
か
れ
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
て

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
o
病
院

側
の
協
力
を
得
て
準
備
か
ら
実
施

ま
で
ス
ム
ー
ズ
に
い
き
'
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
お
か
げ
も
あ
り
参
加

者
が
多
数
集
ま
っ
た
o
　
ま
た
､
日

刊
と
留
萌
新
聞
に
報
道
さ
れ
た
o

(
報
告
　
浦
田
　
光
男
)

(
オ
ホ
ー
ツ
ク
胃
友
会
)

網
走
エ
コ
ー
セ
ン
タ
-
で
開
催

さ
れ
た
〟
ふ
れ
愛
ひ
ろ
ば
2
0
0

5
網
走
″
に
協
賛
し
､
チ
ラ
シ
･

意
思
表
示
カ
ー
ド
1
､
0
0
0
枚

づ
つ
配
布
し
､
風
船
･
尿
試
験
紙

も
配
布
し
た
o
ド
ナ
ー
登
録
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
｡
ま
た
､
腎
友
会
独

自
の
募
金
活
動
を
し
､
全
額
を
主

催
で
あ
る
網
走
市
の
社
会
福
祉
協

議
会
に
寄
付
し
た
｡
市
の
社
会
福

祉
協
議
会
が
主
催
で
全
市
民
を
対

象
と
し
て
エ
コ
ー
セ
ン
タ
ー
全
館

貸
切
で
あ
っ
た
た
め
'
当
腎
友
会

の
ア
ピ
ー
ル
度
は
高
い
と
思
わ
れ

る

｡

　

　

(

報

告

　

村

田

　

豊

)
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(
小
清
水
腎
友
会
)

今
年
は
､
〟
斜
里
町
ふ
れ
あ
い
広

場
″
･
〟
小
清
水
故
郷
祭
″
･
〟
小
清

水
町
ふ
れ
あ
い
広
場
″
の
3
ヶ
所

で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
｡

ど
の
会
場
も
皆
さ
ん
と
て
も
関
心

を
持
っ
て
チ
ラ
シ
を
受
け
取
っ
て

く
れ
ま
し
た
o
ま
た
'
花
火
販
売

も
行
い
募
金
箱
も
お
き
､
ど
ち
ら

も
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
｡
(
報
告
　
鈴
木
　
和
子
)

(
苫
小
牧
腎
友
会
)

1
R
苫
小
牧
駅
北
口
に
て
'
患

者
･
家
族
そ
し
て
苫
小
牧
ラ
イ
オ

ネ
ス
ク
ラ
ブ
の
ご
協
力
を
得
て
'

チ
ラ
シ
･
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
･
意
思

表
示
カ
ー
ド
を
テ
ィ
ッ
シ
ュ
･
風

船
と
と
も
に
3
8
名
で
配
布
し
､
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
｡
意
思
表

示
カ
ー
ド
を
9
0
0
枚
配
布
し
た

が
'
常
時
携
帯
率
が
少
し
で
も
上

が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
｡

(
報
告
　
河
内
　
英
樹
)

(
旭
川
地
方
腎
友
会
)

今
年
も
買
い
物
公
園
そ
し
て
旭

川
障
害
者
連
絡
協
蕎
会
｢
お
ぴ
っ

た
ま
つ
り
｣
･
旭
川
木
工
セ
ン
タ
ー

｢
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
｣
･
常
盤
通

り
商
店
会
｢
ザ
･
B
O
N
お
ど
り
｣

に
お
い
て
､
意
思
表
示
カ
ー
ド
2
､

8
0
0
枚
を
配
布
し
た
o
街
頭
で

配
る
風
船
は
相
変
わ
ら
ず
人
気
が

高
い
｡
(
報
告
　
小
平
　
敏
明
)

(
静
内
胃
友
会
)

静
仁
会
静
内
病
院
第
1
3
回
病
院

祭
に
協
賛
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
し
た
｡

(
報
告
　
橋
本
　
和
弘
)

へ
腎
友
会
滝
川
ク
リ
ニ
ッ
ク

透
析
者
の
会
)

｢
第
2
1
回
滝
川
市
市
民
健
康
祭
｣

に
協
賛
し
て
意
思
表
示
カ
ー
ド
4

5
0
枚
を
配
布
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
い
ま
し
た
｡
イ
ベ
ン
ト
総
参

加
人
数
1
㌧
　
0
0
0
名
､
協
賛
団

●

滝

体
1
8
団
体
で
し
た
o

(
報
告
　
小
林
一
幸
)

(
十
勝
地
方
腎
友
会
)

ボ
ス
フ
ー
ル
店
内
'
外
に
於
い

て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
会

員
･
家
族
1
7
名
が
参
加
し
ま
し
た
｡

風
船
･
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
･

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
･
意
思
表
示
カ
ー

ド
を
1
人
一
人
に
手
渡
し
'
脳
死

移
植
に
対
す
る
理
解
と
意
思
表
示

カ
ー
ド
の
記
入
携
帯
を
呼
び
か
け

●

ま
し
た
｡
(
店
内
4
ヶ
所
の
出
入
口

で
実
施
)

ま
た
､
当
日
は
帯
広
束
内
科
循

環
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
ス
タ
ッ
フ
の

皆
様
の
協
力
を
い
た
だ
き
血
圧
測

定
や
健
康
相
談
等
も
合
わ
せ
て
実

施
し
ま
し
た
｡

翌
日
に
は
卜
勝
毎
日
新
聞
に
こ

の
活
動
の
様
子
が
掲
載
さ
れ
､
啓

発
活
動
と
し
て
の
目
的
は
十
分
に

達
成
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
D(

報
告
　
小
笠
原
　
和
枝
)

(
夕
張
腎
臓
病
友
の
会
)

午
前
川
時
よ
り
'
夕
張
石
炭
の

歴
史
村
に
お
い
て
会
員
･
家
族
･

透
析
ス
タ
ッ
フ
の
ご
協
力
で
意
思

表
示
カ
ー
ド
･
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
･

テ
ィ
ッ
シ
ュ
･
キ
ャ
ン
デ
ー
等
を

配
布
し
ま
し
た
｡
当
日
は
秋
晴
れ

の
天
候
に
恵
ま
れ
歴
史
村
に
は
家

族
連
れ
の
観
光
客
が
多
く
'
た
い

へ
ん
良
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
な
り

ま
し
た
o
(
報
告
　
渡
辺
　
寿
幸
)



北　見

(
道
南
腎
臓
病
悪
者
連
絡
協
議
会
)

1
0
月
8
日
出
･
9
日
冊
の
両
日
､

函
館
市
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
｢
健
康
ま
つ
り
｣
に
協
賛
し

て
腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
｡

当
日
は
曇
り
空
で
､
時
折
小
雨

が
降
る
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た

が
'
昼
頃
に
は
雨
も
あ
が
り
来
場

者
が
2
､
1
0
0
人
と
の
情
報
で

し
た
0
　
9
時
3
0
分
か
ら
2
時
3
0
分

ま
で
ー
意
思
表
示
カ
ー
ド
と
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
二
ア
イ
ツ
シ
ュ
･
風
解

●

等
を
配
布
｡
あ
る
役
員
の
方
は
､

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
渡
す
と
そ
の
場

で
兄
も
せ
ず
袋
の
中
に
し
ま
い
込

む
方
が
多
く
'
｢
臓
器
移
植
へ
の
住

民
の
関
心
が
薄
い
こ
と
｣
を
肌
で

感
じ
た
そ
う
で
す
o

意
思
表
示
カ
ー
ド
と
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
エ
ア
ィ
ッ
シ
ュ
等
は
'
両
日
で
1
'

2
0
0
枚
配
布
す
る
も
､
意
思
表
示

カ
ー
ド
配
布
活
動
そ
の
も
の
に
行

き
詰
ま
り
が
見
え
て
き
た
よ
う
に

思
え
て
な
り
ま
せ
ん
｡

(
報
告
　
筒
井
　
紀
昭
)

●

(
小
樽
後
志
地
方
腎
反
会
)

8
月
2
7
日
は
都
通
り
ア
ー
ケ
ー

ド
街
に
て
会
員
1
6
名
の
協
力
で
'

今
年
は
小
樽
市
主
催
の
　
｢
ほ
ほ
え

み
フ
ェ
ス
タ
0
5
｣
　
に
参
加
し
て
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
｡

駅
前
と
い
う
事
で
人
通
り
も
多

く
､
大
変
な
に
ぎ
わ
い
の
中
､
意

思
表
示
カ
ー
ド
･
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
･

テ
ィ
ッ
シ
ュ
･
風
船
･
キ
ャ
ン
デ
ー

等
を
1
時
間
ほ
ど
で
全
部
渡
し
終

え
ま
し
た
｡

臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
は

最
近
で
は
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー

等
で
も
良
く
見
か
け
る
せ
い
か
､

興
味
の
あ
る
方
が
け
っ
こ
う
多
く

な
っ
て
来
て
い
ま
す
o
　
こ
れ
か
ら

も
少
し
で
も
多
く
の
方
に
理
解
し

て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
D

(
報
告
　
本
間
　
理
恵
)

(
北
見
地
方
腎
反
会
)

9
月
3
日
出
･
4
日
脚
へ
市
総

合
福
祉
会
館
に
て
市
民
が
障
害
や

世
代
を
越
え
交
流
す
る
｢
第
2
3
1

北
見
市
ふ
れ
あ
い
広
場
｣
を
福
祉

関
係
6
9
団
体
が
参
加
し
て
開
催
｡

北
見
地
方
腎
友
会
で
は
'
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
と
野
菜
の
販
売
そ
し
て
､

腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
同
時
に
行
っ

た
o
ま
た
'
2
5
日
は
ボ
ス
フ
ー
ル

前
に
て
チ
ラ
シ
･
意
思
表
示
カ
ー

ド
エ
ア
ィ
ッ
シ
ユ
･
風
船
等
を
配

布
し
な
が
ら
､
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
い
ー
市
民
に
臓
器
移
植
へ

の
理
解
と
協
力
を
呼
び
か
け
た
｡

(
報
告
　
浅
見
　
恭
行
)
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道新11月15日付

(
岩
見
沢
市
立
病
院
腎
友
会
)

9
月
1
8
日
㈲
に
西
友
と
内
部
の

棚
前
の
2
ヶ
所
で
行
い
ま
し
た
o

キ
ヤ
ン
ペ
-
ン
は
前
日
か
ら
雨
が

降
り
心
配
し
ま
し
た
が
､
当
日
は

配
布
を
す
る
直
前
に
天
気
の
方
も

良
く
な
り
ま
し
た
｡

反
省
す
る
点
も
あ
り
ま
し
た
が
へ

ほ
と
ん
ど
の
人
達
は
無
視
せ
ず
に

受
け
取
っ
て
く
れ
て
と
て
も
う
れ

し
く
思
い
ま
し
た
o

(
報
告
　
立
花
　
つ
る
え
)

(
室
蘭
地
方
腎
友
会
)

前
日
の
雨
も
晴
れ
上
が
り
最
高

の
天
気
に
恵
ま
れ
9
月
1
 
1
日
㈲
'

第
1
7
回
室
蘭
市
主
催
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
を
会
場
に
､
私
た
ち
腎
友
会

も
例
年
通
り
会
員
･
家
族
を
中
心

に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し

た
o
毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加

し
て
く
れ
る
福
祉
専
門
学
生
さ
ん

の
出
席
が
今
年
は
得
ら
れ
ず
誠
に

残
念
o
そ
れ
で
も
'
会
員
･
家
族

1
3
名
と
出
席
者
の
少
な
い
人
数
で
'

意
思
表
示
カ
ー
ド
･
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
二
ア
イ
ツ
シ
ユ
各
々
3
0
0
セ
ッ

ト
を
市
民
の
方
々
に
配
布
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
｡

毎
回
､
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
て
い
て
感
じ
る
こ
と
は
私
た
ち

患
者
､
す
な
わ
ち
移
植
を
受
け
る

側
の
熱
意
が
市
民
の
方
々
に
　
｢
ど

の
程
度
理
解
さ
れ
て
い
る
の
か
'

訴
え
る
何
が
足
り
な
い
の
か
d
｣
と
'

い
う
こ
と
で
す
｡
今
回
も
そ
の
こ

と
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
｡
今

後
の
課
題
と
し
て
市
政
だ
よ
り
･

地
方
広
報
紙
･
新
聞
等
に
臓
器
移

植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
活
動
を

事
前
に
p
R
す
べ
き
だ
っ
た
と
多

い
に
反
省
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
o

(
報
告
　
合
田
　
晃
)

｢
ド
ナ
ー
に
感
謝
｣

輔
舶
移
植
受
け
た
男
性
退
院

北
大
病
院
(
札
幌
而
北
竪

で
十
月
､
脳
死
患
者
か
ら
の

道
内
初
の
罷
･
腎
戚
同
時

移
植
手
術
塞
け
た
四
十
代

の
男
性
が
十
四
日
午
後
､
退

院
し
た
｡
男
性
は
医
師
団
と

と
も
に
記
者
会
見
し
､
｢
ド

ナ
ー
と
家
族
の
皆
さ
ん
に
感

雫
い
っ
ぱ
い
で
す
｣
と
喜

び
を
語
っ
た
｡

男
性
は
､
静
岡
県
内
の
病

院
で
脳
死
判
定
墓
け
た
女

性
の
臓
器
を
十
月
十
四
日
に

移
植
さ
れ
た
｡
十
代
で
イ
ン

ス
リ
ン
を
作
る
細
胞
が
壊
れ

る
｢
1
塾
滞
尿
声
に
か
か

り
､
二
十
代
か
ら
人
工
透
析

を
受
け
て
い
た
｡

執
刀
し
た
古
川
博
之
巌
器

移
植
部
特
任
菱
は
会
見
で

-●

｢
手
術
後
､
熱
の
出
た
時
期

は
あ
っ
た
が
'
肝
臓
'
腎
臓

の
機
能
は
良
く
な
っ
た
｣
と

説
明
｡
男
性
は
今
後
､
リ
ハ

ビ
日
を
行
う
予
察
L
t
｢
頂
い

た
腔
巧
皆
臓
を
無
駄
に
せ

ず
､
短
日
を
有
意
義
に
過
ご

し
た
い
｡
同
じ
病
で
悩
む
人

が
多
く
'
(
移
植
の
)
妻
か
:

整
っ
て
ほ
し
い
｣
と
､
ド
ナ
ー
.

塗
森
を
呼
び
か
け
た
｡

同
病
院
で
こ
の
男
性
と
同

じ
女
性
か
ら
肝
腫
啓
横
手
術

を
受
け
た
五
十
代
の
女
性

は
､
十
日
に
退
院
し
て
い
る
｡
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(
苫
小
牧
)

両
天
決
行

サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り

7
月
1
0
日
㈱
壮
瞥
村
に
サ
ク
ラ

ン
ボ
狩
を
実
施
し
ま
し
た
o
参
加

者
は
家
族
5
名
を
含
む
2
9
名
で
し

た
o
週
間
予
報
で
は
'
晴
れ
で
安
心

●

し
て
い
た
ら
ー
前
日
に
な
っ
て
一

日
雨
の
予
報
で
す
｡
完
全
武
装
で

集
合
場
所
に
行
く
と
､
他
の
皆
さ

ん
も
完
全
武
装
で
雨
の
中
待
っ
て

い
ま
し
た
｡
人
数
確
誼
と
会
長
の

挨
拶
の
後
､
雨
の
中
を
支
筋
湖
経

由
で
出
発
し
ま
し
た
0

両
に
洗
わ
れ
た
色
鮮
や
か
な
緑

の
ト
ン
ネ
ル
を
2
0
分
も
走
る
と
丸

山
遠
見
'
こ
こ
か
ら
車
窓
の
風
景

が
l
変
し
ま
し
た
o
咋
秋
の
台
風

被
害
に
よ
る
風
倒
木
で
す
o
道
端

に
う
ず
高
く
積
ま
れ
た
丸
太
の
山

と
､
そ
れ
ら
を
処
理
す
る
重
機
の

数
々
o
道
端
を
ほ
ん
の
少
し
片
付

け
た
状
態
で
放
置
さ
れ
'
台
風
被

害
の
大
き
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
o

支
第
湖
を
右
に
見
な
が
ら
走
り
､

長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
美
笛

峠
展
望
台
で
す
｡
一
面
の
樹
海
が

谷
底
深
く
広
が
っ
て
い
ま
す
o
更

に
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
､
道
の

駅
ク
レ
ス
ト
2
0
7
大
滝
で
す
o

キ
ノ
コ
の
郷
と
し
て
も
有
名
で
全

道
各
地
か
ら
沢
山
の
自
家
用
車
が

●

集
ま
っ
て
い
ま
し
た
｡

北
湯
沢
に
入
る
と
路
血
が
乾
燥

し
て
お
り
､
雨
が
降
っ
て
い
な
い

よ
う
で
ー
皆
さ
ん
ラ
ッ
キ
ー
と
大

喜
び
｡
1
0
時
過
ぎ
阿
野
果
樹
園
に

到
着
o
勝
手
知
っ
た
皆
さ
ん
は
早

速
サ
ク
ラ
ン
ボ
農
園
に
入
っ
て
い

き
ま
し
た
｡
真
っ
赤
な
佐
藤
錦
と

南
陽
が
美
味
し
そ
う
に
葉
陰
か
ら

顔
を
覗
か
せ
て
い
ま
す
｡
一
時
間

後
､
採
っ
た
サ
ク
ラ
ン
ボ
を
精
算

し
て
お
土
産
に
す
る
と
､
係
り
の

方
が
､
｢
イ
チ
ゴ
も
自
由
に
食
べ
て

い
い
よ
｣
と
い
う
の
で
､
近
く
の

イ
チ
ゴ
畑
で
思
い
思
い
に
味
見
を

し
ま
し
た
｡

食
事
の
後
は
洞
爺
湖
で
の
湖
上

遊
覧
で
す
｡
遊
覧
船
に
乗
り
中
島

ま
で
2
0
分
の
船
旅
を
楽
し
み
ま
し

た
o
　
波
も
静
か
で
遠
く
湖
畔
の
景

色
や
有
珠
山
､
羊
蹄
山
を
眺
め
て
い

る
と
'
心
が
洗
わ
れ
る
よ
う
で
す
o

帰
途
で
は
大
滝
か
ら
白
老
方
向

に
進
路
を
と
り
三
階
の
滝
で
小
休

止
し
て
一
路
苫
小
牧
に
向
か
い
ま

す
o
雨
が
l
段
と
激
し
く
な
り
.

山
頂
付
近
は
ガ
ス
が
か
か
っ
て
周

凶
の
樹
海
が
墨
絵
の
よ
う
に
幻
想

的
に
見
え
ま
し
た
｡
雨
の
中
を
苫

小
牧
に
は
4
時
過
ぎ
に
無
事
到
着

で
す
｡
参
加
者
の
皆
さ
ん
本
当
に

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
｡

(
報
告
　
河
内
　
英
樹
)
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1 /22(Ej)札幌市防災センター災害対策勉強会(見学･意

見交換会)
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T巨L･FAX (01 1) 747-0217
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｢
地
域
福
祉
を
考
え
る
L

山
　
谷
　
直
　
生
(
札
幌
)

現
在
'
私
は
毎
週
火
曜
日
､
札

幌
市
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

を
受
講
し
て
お
り
ま
す
｡
多
分
､

要
約
筆
記
と
聞
い
て
も
､
何
の
事

か
わ
か
ら
な
い
方
が
大
半
だ
と
思

わ
れ
ま
す
o
　
要
約
筆
記
と
い
う
の

は
､
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方
に
対

し
て
､
話
し
た
内
容
を
同
時
進
行

で
文
字
に
し
て
伝
え
る
も
の
で
あ

り
ま
す
o
　
｢
手
話
が
あ
る
で
は
な
い

か
｡
｣
と
'
思
わ
れ
ま
す
が
､
中
途

難
失
聴
者
な
ど
は
全
員
が
手
話
を

使
え
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
o
透
析

患
者
の
方
の
中
に
も
､
高
齢
に
よ

る
聴
力
低
下
や
さ
ま
ざ
ま
な
原
因

で
難
聴
の
方
が
お
ら
れ
る
こ
と
と

思
わ
れ
ま
す
o

*
要
約
筆
記
と
は

①
聴
覚
障
害
者
(
主
に
人
生
の
途
中
で

聴
覚
を
失
っ
た
人
《
中
毒
失
葦
)

の
為
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
の
一
つ
で
､
話
し
言
葉
を
文
字

で
伝
え
る
方
法
｡

②
文
字
を
介
し
た
同
時
通
訳
と
考
え

ら
れ
､
記
録
や
メ
モ
で
は
な
い
｡

③
話
を
聞
き
な
が
ら
､
テ
ー
マ
に
沿

う
よ
う
に
話
の
要
点
を
集
約
し
､

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
文
字
に
し
て
い

く
作
業
.

札
幌
市
で
は
､
中
途
失
聴
ま
た

は
難
聴
の
方
の
為
に
任
命
･
健
康
･

権
利
･
教
育
･
保
育
･
職
業
･
住

居
に
関
す
る
事
を
対
象
に
'
要
約

●

筆
記
奉
仕
員
を
派
遣
す
る
サ
ー
ビ

ス
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
じ

私
は
今
年
9
月
か
ら
､
｢
札
幌
市

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
｣

の
委
員
と
し
て
､
障
害
者
や
高
齢

者
を
含
め
す
べ
て
の
市
民
が
住
み

よ
い
街
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て

い
く
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
｡

き
っ
と
ー
皆
さ
ま
の
中
か
ら
も
街

の
施
設
や
設
備
に
つ
い
て
　
｢
こ
う

し
た
ら
良
い
の
で
は
な
い
か
｡
｣
と
'

い
う
意
見
が
あ
れ
ば
言
っ
て
い
た

だ
く
と
､
街
づ
く
り
の
参
考
と
し

て
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
｡

ま
た
'
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

と
し
て
皆
さ
ま
の
力
に
な
れ
れ
ば

と
､
考
え
て
お
り
ま
す
o

介
護
や
社
会
保
障
に
関
す
る
事

な
ど
､
知
り
た
い
事
､
聞
い
て
み
た

い
事
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
'
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
｡

(
引
用
文
献
)

｢
平
成
1
7
年
度
　
札
幌
市
要
約
筆

記
奉
仕
員
養
成
講
座
テ
キ
ス
ト
｣

p
3
'
3
行
～
1
4
行

●

(
参
考
文
献
)

｢
陣
が
い
の
あ
る
方
の
た
め
の

福
祉
ガ
イ
ド
2
0
0
5
｣
　
平

成
1
 
7
年
9
月
1
日
発
行
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結
成
以
来
3
0
年
も
続
い
て
い

る
　
｢
新
一
サ
ー
ク
ル
｣
　
の
旅
行

会
が
､
紅
葉
に
は
今
一
早
か
っ

た
1
0
月
初
旬
､
メ
ン
バ
ー
8
名

全
員
の
参
加
で
秋
の
定
山
渓
へ

と
向
か
っ
た
｡

道
内
で
は
珍
し
い
民
芸
調
の

宿
　
｢
田
舎
風
｣
　
に
こ
だ
わ
っ
て

決
し
て
派
手
さ
や
立
派
さ
は
な

い
が
､
手
作
り
の
味
と
心
か
ら

の
サ
ー
ビ
ス
で
居
心
地
の
よ
い

を
受
け
､
食
前
酒
に
始
ま
り
先

付
前
菜
､
御
造
り
'
焼
物
等
途

中
何
度
も
お
腹
一
杯
と
言
い
つ

つ
.
最
後
の
デ
ザ
ー
ト
ま
で
し
っ

か
り
食
べ
大
満
足
の
デ
ィ
ナ
ー

だ
っ
た
｡

ま
た
部
屋
へ
戻
る
と
1
0
畳
2

間
続
き
の
和
室
に
8
名
分
の
布

団
が
ズ
ラ
ー
ツ
と
並
べ
て
敷
い

て
あ
り
､
誰
彼
と
も
な
く
修
学

旅
行
み
た
い
/
枕
投
げ
で
も
し

ー
享
つ
占
W
.
L
T
1
シ
ヨ
ジ

タ
-
ネ
ッ
ト
で
紹
介
し
て
い
る

と
お
り
､
ぬ
く
も
り
の
宿
0
0

0
は
本
当
に
素
敵
な
落
ち
着
い

た
宿
だ
っ
た
.
取
り
分
け
夕
食

の
膳
は
最
高
で
椅
子
席
の
別
コ
ー

ナ
ー
に
格
子
戸
で
仕
切
ら
れ
た

雰
囲
気
の
あ
る
テ
ー
ブ
ル
｡
5

時
4
0
分
い
よ
い
よ
食
事
開
始
〟
夕

陽
に
映
え
る
紅
葉
の
頃
　
実
り

の
秋
の
お
献
立
″
と
酒
落
た
お

品
書
き
を
眺
め
な
が
ら
担
当
の

女
性
よ
り
一
通
り
料
理
の
説
明

一
同
大
笑
い
｡
暫
く
の
後
､
思

]
J
ソ
や

い
思
い
の
寝
場
所
を
決
め
漸
く

温
泉
に
入
る
準
備
に
と
り
か
か
っ

た
｡
泉
質
は
N
a
塩
化
物
泉
で
オ

フ
ロ
そ
の
も
の
は
決
し
て
広
い

方
で
は
な
く
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し

て
い
る
が
ー
お
毅
は
本
当
に
肌

に
優
し
く
良
く
温
ま
り
'
中
が

薄
暗
い
せ
い
か
夜
中
の
せ
い
か

一
人
ゆ
っ
く
り
温
泉
を
堪
能
出

来
た
の
は
久
し
振
り
だ
っ
た
｡

(
久
原
)

●

事
務
局
通
信

お
知
ら
せ

◎
第
6
0
回
㈱
全
腎
協
北
竜
喝
フ
ロ
ッ

ク
会
議

日
時
　
平
成
1
8
年
4
月
1
5
日
㈹
～

1
6
日
脚
､
午
後
3
時
よ
り

場
所
　
ホ
テ
ル
札
幌
会
館

札
幌
市
北
区
北
1
7
条
西

4
丁
目

◎
第
2
9
回
道
腎
協
定
期
総
会

札
幌
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
｡

日
時
　
平
成
1
8
年
5
月
2
8
日
脚

場
所
　
ホ
テ
ル
ユ
ニ
オ
ン

札
幌
市
中
央
区
南
3
粂

西
1
2
丁
目

◎
㈱
全
腎
協
の
災
害
手
帳
に
つ
い
て

各
地
域
腎
友
会
の
新
入
会
員

の
方
に
差
し
上
げ
て
い
ま
す
｡

道
腎
協
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
｡

r
i
可
画
r
5

◆
最
近
､
医
療
に
も
効
率
化
や

資
本
主
義
を
導
入
し
て
は
ど
う

か
と
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
o
　
公

的
保
険
で
受
け
ら
れ
る
医
療
と
'

後
は
､
自
己
負
担
に
し
ま
し
ょ

う
と
論
蕎
さ
れ
て
い
ま
す
｡
実

施
さ
れ
る
と
'
自
己
負
担
を
補

う
為
に
民
間
保
険
に
加
入
す
る

人
が
増
え
る
で
し
ょ
う
o
　
民
間

保
険
の
場
合
､
受
診
す
る
病
院

や
検
査
も
限
定
さ
れ
る
で
し
ょ

う
｡
貧
富
の
差
が
｢
健
康
格
差
｣

に
成
り
か
ね
ま
せ
ん
｡
皆
さ
ん
'

ど
う
か
常
に
現
実
を
直
視
し
て

沢
山
の
力
で
活
動
し
て
行
き
ま

し
ょ
う
｡
決
ま
っ
て
か
ら
で
は

遅
い
の
で
す
｡
　
　
　
(
和
)
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平JL18年1 JI El-平■18年2JI28E)書で

轡やすい　　透析祖廟

Jt杓■半の血圧傭下　暮血気噂

心麟鴨艦の低下　　手足のケイLJン

登[悪霊;

:?足のケイレン(ふ<らはぎの硬直)には､ほんとに

よく効<ねo以前にケイレンが出なくなったので2週

間ほど飲むのを止めていたら､またケイレンが出る

ようになったo再度続けて飲んだらケイレンが止ま

ったので､効果は証明済みだよ｡友達にも紹介したら.

楽になったと喜んでいたよ｡

吾川BFL　63歳　男性　透析歴12年

1尭C50暮.u砂1 0I500円(監)

紺し用仙人7砂2,490FI(温)

a殆エルビス株式会社
苧533-8033二相市暮淀川区*中AI T日T8書27号

音義01 20･393･578
(煮付】平日8 DD～lBIBB.土.El.常体1

1 ∃- OB-4809⊥6676(別■d肘)

)ijiii lalpl8昏Loy.ocrLneJp

面http://榊1む肌rKLpr叫由/

母や射ま元気で夏泰乗り切ることが舶来蔑したし
旅布に三度も行<ことが出来漬した中正こ柑年来懸
かったことで体力に白億かつきましだ｡悩みだった

透析蕪の血圧億下や遷崩磯の焦点鹿軌以義よりず
つとー卦な<軽くなっています｡お漉Uが良くなLJ食べ

したoエ)i/ビスを知る

起した感L;がしています｡

701　女性　4析JEllJF

簿盲茄妄引くと透析かつらくなり､倦怠感は増し､食
欲は減退し､からだがより衰弱していく悪循風こ陥り,

治るまで何ヶ月もかかるありさまで､風邪の季節がく

るといつもピクビウしていました｡今年は幸いなこ

とに一度も風邪を引かず.体調も良く元気に過ごし

ています｡これも昨年から飲み始めた=ルビスのお

蔭と感謝していますo気になっていた不毛脈も出な
<なり､貰血も改善していますU

岡LIJ　65歳　男性　8年

い･ I.:jr ''JH
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iｘ･4･税込
お試し用需器，。,≫2.22O円

　　　　　　　　　　　　

iｘ料･税込

illベーダ食品株式会社
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-111-3211

「カルフＩ□｣･｢マルチ２０｣偽冑用
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がおトクで便利！

　

｢定期お届けコース｣は､その都度こ注文いたたかなくても定期的に

お客さまのこ希望日ころにこ注文の商品を､おトツな価格てお届□します
;ytt し､3HU1をまとめてlj申込んC^'f.たいﾀt場合Sこ階りま１

価格がさらにおトクなります!

喘;;認回1;1上9.500R ●９,３００円

錯霜。
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お届けをこんなふうに選べます!

5日ごと

　

250日ごと

　

3 100日ごと　４その他　日ごと

●商品の発送は日通ペリカン便でお届けいたします

　　　　　　　　　　　　　　　　　

腎売アt

　

ヘー－？食砧･桟・

　

Ja*n.且冑●製罵･桟
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進析スタッフ

　

還析嗇
のみなさん

･．11;’

＼Ttlまたはf*xr

　

讐こ夕―申し込み

・４０℃～５０℃の低温で発汗できる仕組(特許)で安心。

・お風呂の様な静水圧が無いから楽々入浴。

・汗の出ない体質を発汗できる体質に改善。

・皮膚の新陳代謝を良＜し、かゆみを低減。

・心肺機能の強化と自律神経の鍛錬に最適。

・全身の血流の改善と冷えの改善、及び心身のストレスの解消に
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4000名以上の透析者が悩みの解消に役立てています，

｢湯カラッと｣を継続して使用している透析者の９５％が効.果を実感‥1

悩むより、まず一週間無斜でお試しください

７｀ゝンフレット、

２王ニターが●（

５；
:。吋【ぶS】

モニターをご希望の方は、ド記までお気軽にお問いａわせドさい。

　　　　　

お客様相談室

　

フリーダイヤル

.. L 0120-3f-8065まて

　　

オンキヨーリブ株式会社

　　

束||本営業部

　　

〒10 l 0028　　!れ京都中火区八･R洲2＼'WAirt＼2り　ｵﾝｷﾖ八･T(洲ﾋﾞ42ド

　　

ＴＩ{１．(０３)３５･１８」５７１

　　

１゛ΛX (03) .'ifvlH ir>7.S

標準価格218.000円｢H.lbKVV.% 174,400円{税抜き}【月々6.000円均等払いなど分割|払い0K(3~:36回)】
しｙ． １！I i tB　●’4争･11 ’,１， ≪.i?aHii會＆ヌi≪..゜・ ｊ　　ｌゆ　｀t　●‘'4a. ･な゛Ｆ･で゛･･J.≫≫.
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